
 
 

 

G 2 - 0 2 
報告 534 
 
 
 
 

 

社会科における思考力・表現力の育成をめざして 
 

－思考・表現活動を通して，多面的に考察する力をはぐくむ指導の実際－ 

 
 
 
 
 
 

社会科の授業では，社会的事象について様々な視点で見たり考えた

りすることが重要である。問題解決的な学習の過程において，子ど

もたちが社会的事象を多面的に考察し，学んだことを次の学習に発

展させ，実生活に生かすことができるようにする必要がある。昨年

度は，これらの活動を支えるために学習ハンドブックを開発し，第

３学年で授業実践を行った。 

今年度は，問題解決的な学習過程で多面的に考察する力をはぐくむ

ことについて，とりわけ「調べる」「まとめる」過程に焦点を当てて

研究を進めた。授業実践では，それらの過程で，調べたことや考え

たことをレポートに書いたり論述したりして，自分の考えを表現し

合えるような活動の場を設定した。そして，互いの考えを伝え合い，

さらにその考えを集団で練り上げていく学習活動例を提示した。 
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はじめに 

2006年にベネッセが小学生2,726人を対象に行
った「第 4回学習基本調査」によると，「社会科が
好き」と答えた割合は全体の 48％であり，これは
9教科中最も低い値であった（1）。筆者の経験則
ではあるが，「社会科が嫌い。」と言っていた児童
が，その理由に「覚えることが多いから。」「調べ
るのが難しいから。」と言っていたことを思い出す。 
本来，社会科の学習は，社会の中で営まれてい

る人々の生活の中に，今まで知らなかったような
深いつながりや様々なかかわりを発見するなど，
見えるものから見えないものを発見することに醍
醐味があるといえる。 
そのためには，社会科の学習で，社会的なもの

の見方や考え方を育てることが求められる。つま
り，子どもたちが自分で調べたことを基にしなが
ら，社会の中で営んでいる人々の生活についての
特色やつながりなどを，様々な視点から考えられ
るようにすることが重要であると考える。そして，
子どもたちが少しでも「なるほど。」「そのような
理由があったのか。」といった思いがもてるように
することが大切である。 
しかし，社会科の学習では，単元の終末場面で，

調べたことをそのまま書き写したり発表したりす
る活動をして，単元の学習を終了しているという
実態があることが指摘されている。「お調べ発表学
習」（2）などといわれているのは，そのような現
状を一言で表しているのではないかと思われる。
調べたことを発表する活動だけで終わらせず，そ
こからどのようなことが考えられるか，なぜそう
なのかを吟味・検討する活動が大切である。 
 昨年度は，子どもたちが自分の力で資料を読み
取り，自分の考えをもてるようにしたいと考え，
その手だての一つとして社会科学習ハンドブック
を開発した。そして，それを社会科の学習が始ま
る小学校第３学年で活用することで，主体的に学
習に取り組む姿をめざした。 
 今年度は，問題解決的な学習過程で多面的に考
察する力をはぐくむことについて，とりわけ「調
べる」「まとめる」過程に焦点を当てて研究を進め
た。授業実践では，それらの過程で，調べたこと
や考えたことをレポートに書いたり論述したりし
て，自分の考えを表現し合えるような活動の場を
設定した。そして，互いの考えを伝え合い，さら
にその考えを集団で練り上げていく学習活動例を
提示した。 

第１章 社会科学習における 
子どもの実態と育成したい力 

 
第１節 社会科学習における子どもの実態 
 
（１）調査結果から見える思考力・表現力の課題 
児童生徒の実態をとらえるために，下の①～④

の調査結果を分析した。③と④については，社会
科の調査問題ではないが，調査問題が社会科の学
習活動と重なる部分が多く，これらの調査結果を
分析することで，広い視野から児童生徒の実態を
とらえることができるのではないかと考えた。 
①特定の課題に関する調査（社会） 
②平成 20 年度京都市学力定着調査 
③平成 20 年度全国学力・学習状況調査（国語） 
④OECD 生徒の学習到達度調査（PISA） 

 
①特定の課題に関する調査（社会） 
 特定の課題に関する調査（社会）は，平成 19
年に，国立教育政策研究所が，小学校第６学年と
中学校第３学年を対象に実施したものである。「社
会科における基礎・基本となる知識・概念及び問
題解決的な学習過程の実現状況について調査を行
う」（3）ことを目的としている。本調査の結果か
らは，次の課題が挙げられている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このように，問題解決的な学習の過程において，
わかったことをまとめることや自分の考えを説明
することなど，自分の思いや考えを表現すること
に課題があるといえる。そして，指導の改善点と
して「調べた事実を比較し，関係付け，総合しな
がら再構成する表現活動を工夫すること」「自分が
何を伝えたいのかを言葉や文章で記述する学習を
大切にする」（5）など，考える活動と表現する活
動を一体的に行うことにより，言語活動の充実を
図るよう求めている。

＜調査結果における主な課題＞（4）（下線は筆者） 

【小学校】 

・ 課題の解決策を表現したり，その理由を説明したり

することが不十分である。 

【中学校】 

・ 地形図や資料を読み取り，比較しながら，分かった

ことをまとめる力が不十分である。[地理的分野] 

・ 複数資料から必要な情報を読み取り，総合的に解釈

することに課題がある。[歴史的分野] 

・ 自分の考えを，根拠をあげて説明する力が不十分で

ある。[公民的分野] 
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②平成 20 年度京都市学力定着調査 
 京都市学力定着調査は，平成 21 年 2 月に本市教
育委員会が教育研究会と共催して，小学校第３学
年から第６学年までの児童を対象に実施したもの
で，各教科の学習状況を把握することを目的とし
ている。 
 「『学力定着調査報告』小学校社会」（6）からは，
どの学年においても，前回調査（平成 20 年 2 月実
施）より平均通過率が上回っていることがわかっ
た。その一方でいくつかの課題を見出すことがで
きた。表 1-1 は，各学年において，平均通過率が
最も低かった問題と，それらの問題にかかわる指
導上の留意点を「学力定着調査」報告から抜粋し
たものである。（7） 
表 1-1 平均通過率の低かった問題の内容と指導上の留意点
（下線部は思考力・表現力にかかわる部分に筆者が引いたもの） 

学年 問題の内容 平均通過率 指導上の留意点 

３年 

＜思考・判断＞ 
地下鉄の駅が

ある広い通りに
商店が多い理由
を考え，記述する
問題 

53.2% 

 発見したこと
や気付いたこと
の発表で終わる
のではなく，その
理由を考えさせ
ることを習慣化
する。 

４年 

＜思考・判断＞ 
京都府の地形

図と土地利用図
を比較して，相互
の関わりが考え
られているかを問
う問題 

66.8% 

 それぞれの地
図からわかること
を一つ一つ例挙
し，2つの資料を
見比べて関係を
考えながら学習
を進める。 

５年 

＜技能・表現＞ 
南西諸島の気

候と日本海側の
気候の特色を読
み取る問題 

62.1% 

 資料を正しく
読み取り，読み取
ったことを自分
の考えの根拠と
して活用できる
ようにする。 

６年 

＜知識・理解＞ 
室町時代の文

化の特色を理解
しているかを問う
問題 

62.3% 

 学習のまとめ
をする際に，各時
代の特色を児童
に短いフレーズ
で表現させる。 

 問題の内容からは，資料を読み取り，社会的事
象について「なぜ，そのようになっているのか。」
という理由や相互のかかわりを考えること，歴史
学習では，それぞれの時代の特色を総合的に理解
することに課題があるといえる。そして，それら
の課題を解決するためには，事実から考えたり，
考えたことを表現したりする活動をさらに充実さ
せる必要があることを，指導上の留意点から読み
取ることができる。 

③平成 20 年度全国学力・学習状況調査（国語） 
 全国学力・学習状況調査は，平成 20 年 4 月に，
文部科学省が小学校第６学年と中学校第３学年を
対象に実施したものである。 
 小学校国語科の調査問題は，Ａ問題とＢ問題の
二種類があり，Ａ問題は主として「知識・技能」
に関するもの，Ｂ問題は主として「活用」に関す
るものである。社会科の調査問題ではないが，こ
れらの問題のいくつかは社会科の学習活動と重な
る部分があり，“社会科の学習を進める上で必要と
される能力をみる問題”と，とらえることができ
る。その問題を図 1-1，図 1-2 に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1-1 は「小学校国語Ａ７分かったことをメモ
に取る」問題である。この問題の出題の趣旨は，
「目的や課題に応じて，資料から分かったことを
メモに取ることができるかどうかをみる」（8）こ
とである。また，図 1-2 は「小学校Ｂ３情報を読
み取って書く」問題である。この問題の出題の趣
旨は，「資料から必要な情報を取り出して，自分の
考えを明確にしながら読んだり書いたりすること
ができるかどうかをみる」（9）ことである。出題
の趣旨に示されているグラフを読み取る活動や，
資料からわかったことをメモに取る活動，さらに
は，メモの内容から自分の考えを明らかにする活
動などは，社会科の学習においても数多く行われ
る。つまり，これらの活動は，社会科の学習にお
いて非常に重要な部分を占めているといえる。 
文部科学省はこれらの調査問題の結果から，

「目的や課題に応じて，グラフから分かったこと
や考えたことを書くことに課題がある」（10）とし
た上で，「資料から分かったことや考えたことを書

図1-1 小学校国語Ａより 
    ７分かったことを 
         メモに取る 

図1-2 小学校国語Ｂより 
   ３情報を読み取って
     書く 
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いたり，条件に即して書き換えたりする言語活動
の充実」（11）を指導改善のポイントに挙げている。 
国語科の調査問題にもこのような内容の問題が

出題されているということは，社会科の学習だけ
ではなく，各教科にわたって言語活動を充実させ
ることが求められていると考えることができる。
また，指導改善のポイントからは，各教科での学
習活動の工夫として，調べたことから自分の考え
を書く活動やわかったことを短い文でまとめる活
動，さらには，キーワードや接続詞などを使って
まとめる活動などの言語活動の充実を図ることが
求められているといえる。 
 
④OECD 生徒の学習到達度調査（PISA） 
 OECD が実施している生徒の学習到達度調査
（PISA）は，小学生を対象とした社会科の調査問
題ではない。しかし，この調査で定義している「読
解力」は，社会科の学習で求められている能力と
重なる部分が多い。それは，物語や解説などの「連
続型テキスト」だけではなく，図やグラフや地図
などの「非連続型テキスト」を読み取る能力が求
められるからである。そして，「PISA 型読解力は，
『読む力（インプット）－考える力（プロセス）
－書く力（アウトカム）』の三つの力が合わさって
成立するものである」（12）と村山が述べているよ
うに，読み取るだけではなく，読み取った内容を
基にして考えたり表現したりする能力が「読解力」
に求められていることも注目したい点である。 
読解のプロセスの一つである「熟考・評価」の

調査問題には，テキストに書かれていることを，
知識や考え方や経験と結びつけることが求められ
る。既有の知識や経験と結びつけて考えることは，
社会科の学習においても求められる能力であり，
社会科の学習を充実させる上でも，非常に重要な
要素となってくるのである。 
この PISA 調査において，2003 年の日本の「読

解力」の平均得点が，前回より低下していること
を受け，文部科学省は「読解力向上に関する指導
資料‐PISA 調査（読解力）の結果分析と改善の方
向‐」を出した。その中で，次のような方向で改
善の取組を行う必要があるとしている。 
 
 
 
 
 
 

 
 

問題解決的な学習の過程  授業づくりのポイント 

出

会

う 

 社会的事実や事象
と出会い，子どもた
ちが気付きや思い，
驚きや疑問をもつ。 

 
読

む 

 諸感覚に基づく気
付き，既有の経験や
知識を大切にする。 

つ

か

む 

 自分が追究する学
習問題をつくり，予
想や調べる計画を立
てる。 

 
 予想と学習計画に
時間をかける。 

調

べ

る 

 学習問題を解決す
るための資料を集め
たり，見学や調査な
どの活動を行ったり
する。 

 
書

く 
 記録と話し合いを
十分にさせる。 

 結果から結論の出
し方を指導する。 

ま

と

め

る 

調べたことを基に
して考えたり，学習
問題に対する自分な
りの答えを導き出し
たりする。 

 

考

え

る 見直し振り返りとや
り直しを習慣化する。 

ここで，社会科の学習活動について見る。表 1-2
は，小学校指導計画（社会科）（14）に位置づけら
れている問題解決的な学習の過程をまとめたもの
である。小学校指導計画（社会科）では，各学年
において概ね，「出会う」「つかむ」「調べる」「ま
とめる」という過程で単元が構成されている。こ
れを基本的な形として，それぞれの過程での活動
を見ると，「気付き－疑問－予想－計画－資料収
集・見学・調査－考える－答え」という一連のサ
イクルとしてとらえることができる。 
村山は，読解力を向上させるために「読解力向

上のための授業づくりのポイント」（15）を示して
いる。表 1-3 は，それを表にしたものであるが，
「読む」「書く」「考える」のそれぞれの活動を関
連させて指導することが大切であるということが
わかる。また，「読む」「書く」「考える」それぞれ
の活動での授業づくりのポイントを見ると，「気付
き－予想－計画－記録－話し合い－結論－振り返
り」というように，一連のサイクルとしてとらえ
ることができるのである。 
社会科の学習を充実させるためにも，PISA 型の

読解力を向上させるためにも，学習の流れを大切
にして指導することが重要であるということを，
共通してとらえることができる。その中でも特に，
子どもたちが調べたことから，話し合ったり考え
たりしながら自分なりの結論を導き出す活動が重
要である。そして，その自分の考えや結論を振り
返ることで，新たな気づきや疑問がうまれ，次の
学習につなげることができると考える。 

＜改善の具体的な方向＞(13) （下線は筆者） 

① テキストを理解・評価しながら読む力を高めること。 

② テキストに基づいて自分の考えを書く力を高めること。 

③ 様々な文章や資料を読む機会や，自分の意見を述べた

り書いたりする機会を充実すること。 

 

表1-3  読解力向上のための 
授業づくりのポイント 

表1-2  問題解決的な学習の 
    過程（指導計画より）
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（２）学習ハンドブックは有効だったのか 
本項では，昨年度の成果と課題から，社会科学

習における子どもの実態をとらえる。 
昨年度の研究では，どのようにすれば子どもた

ちが自分の思いや考えをもって主体的に学習を進
めることができるかということに焦点を当てて研
究を進めた(16)。自分の思いや考えをもち主体的
に学習を進めるためには，資料を読み取る能力を
育成すること，言語活動を充実させること，問題
解決的な学習を充実させることの3点が重要である
と考え，そのための手だての一つとして社会科学
習ハンドブックを開発した。そして，地図，グラ
フ，写真などの各種資料を読み取るための視点や，
調べ方やまとめ方の具体例を社会科学習ハンドブ
ックに提示し，その中から子どもたちが自分で方
法を選んで主体的に追究活動ができるようにした。 
学習ハンドブックは，以下のような内容で構成

した。そして，小学校第３学年でそれを活用した
授業実践を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学習ハンドブックを活用することで，次のよう
な成果が見られた。 

 まず，資料から多くの情報を取り出せたことで
ある。子どもたちは，できるだけ多くの情報を取
り出そうと資料を隅々まで見ていた。自分で情報
を取り出せる児童はさらに多くの情報を，全く取
り出せない児童は一つでもというように，視点に
沿って読み取ることで，自分が読み取った量が増
えていくことを実感していた。 
次に，子どもたちが学習を進める中で，困った

ときに振り返ることができたことである。自らの
問題を追究する問題解決的な学習では，すぐに自
分の問題が解決できるとは限らず，たとえ解決で
きたとしても，いくつかの方法で多面的に事実を
見つめることが求められる。その追究の過程で立
ち止まったときには，学習ハンドブックを見て，
もう一度学習の進め方を振り返ったり，他の方法
を選んだりしながら，学習を進めることができた。
このようなことから，学習ハンドブックが，自ら
問題を追究するための「学習の手引き」として有
効であったと考える。 
その一方で次のような課題が残った。 
一つめは，子どもたちが資料から取り出した情

報は，単独のものが多く見られたことである。「資
料を読み取る視点」には，取り出した情報を自分
の経験や体験とつなげたり，友だちの考えとつな
げたりして読み取る段階を示しているが，それだ
けでは不十分であった。取り出した情報を目に見
える形にして，一つ一つを比べたりつなげたりし
て考えることや，自分の考えを深めたり広げたり
するために，友だちの考えを聞き合う場を設定す
ることなどの支援が必要であった。 
二つめは，学習ハンドブックには，「何を」「ど

のように書けばよいか」ということを具体的に示
したが，「まとめる」過程においては，事実を多く
書いたり自分の考えを長く書いたりする児童の姿
が見られたことである。学習問題を解決するため
に必要となるキーワードを自分で探して，それを
使いながら短く書きまとめられるようにすること
や，字数を制限したりキャッチフレーズにしたり
するなど，活動の工夫が必要であった。 
このように，諸調査の結果や昨年度の研究から

社会科学習における子どもの実態をさぐった。総
じていえることは，調べたことを基にしながら多
面的に考えることや，自分の考えを書いたりまと
めたりすることに課題があるということである。
次節では，これらの課題を踏まえ，社会科の学習
で，さらにどのような力を育成することが求めら
れているかについて述べる。 

学習ハンドブックの構成 
【「出会う」過程】 
様々な資料から，子どもたちが多くの気づきや思い

をもてるようにするために，「資料を読み取る視点」
を学習ハンドブックに提示した。そして，その視点を
基にして資料を読み取る活動を行った。 
 
【「つかむ」過程】 
資料から読み取ったことを基にして，子どもたちが

学習問題をつくり，予想や追究活動の見通しをもてる
ようにしたいと考えた。そのために，「学習問題の文
型」を学習ハンドブックに提示し，資料を読み取るこ
とによってもった思いや気づき，疑問などを基にして
自分の学習問題をつくれるようにした。 
 
【「調べる」過程】 
子どもたちが学習問題を解決するための資料を収集

し，見学や調査などの活動ができるようにしたいと考
えた。そのために，複数の「調べ方の具体例」を学習
ハンドブックに提示し，その中から選択して追究活動
ができるようにした。具体例には調べ方の手順を詳し
く示し，調べ方がわからない児童には，それを参考に
しながら追究活動ができるようにした。 
 
【「まとめる」過程】 
「まとめる」過程では，子どもたちが調べたことや

考えたことをかきまとめられるようにしたいと考えた。
そのために，まとめ方の手順を示した「まとめ方の具
体例」を学習ハンドブックに提示し，その中から方法
を選んで，選んだ具体例を参考にしながらかきまとめ
ることができるようにした。 
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第２節 社会科学習で育てたい力 
 
（１）新学習指導要領の完全実施に向けて 
文部科学省は，平成 20 年 3 月 28 日に新しい小

学校学習指導要領（以下，新学習指導要領）を公
示した。社会情勢の変化や，児童生徒の国際調査
の結果から，思考力・判断力・表現力に課題があ
ったことなどが改訂の背景にある。新学習指導要
領では，どのようなことを大切にして学習を進め,
どのような力を社会科学習で育てなければならな
いのだろうか。新学習指導要領の解説社会編の目
標と内容から読み解いていく。 
まず，目標については第３学年から第６学年ま

で大きな変更はないが，各学年の能力に関する目
標については，「これまでの『調べたこと』に『考
えたこと』を加え，『考えたことを表現する』こと
を一層重視」(17)しており，考えたことを表現す
る力を育てようとしている。 
新学習指導要領では，言語活動の充実が挙げら

れている。言語活動のとらえ方は様々であるが，
社会科の言語活動がどのような活動を指すのかを
学習指導要領解説社会編から見ることができる。 
 
 
 
 
 
 
下線部からは，観察・調査や資料などを活用し

て調べたり，調べたことをそのまま書き写してま
とめたりするだけではなく，調べたことを言語に
して表し，自分のフィルターを通して自分なりの
解釈を加え，それをみんなで伝え合うことにより，
さらに自分の考えが深められるような活動が求め
られているのがわかる。つまり，「調べる」活動だ
けではなく，そこから先の「まとめる」活動を充
実させる必要があると考える。 
このことについて，北は，「『調べる社会科』の

授業が多く実践されるようになってきた」(19)と
しながらも，「多くの実践が，調べること，体験す
ることで終わっている」(20)ということを問題点
として指摘した上で，「子どもたちに社会科の授業
でどのような知識や力を身につけるという観点か
ら，授業改善の方向を考えることが大切である」
(21)と述べている。 
この点において，新学指導要領で挙げられてい

る言語活動は，これからの授業改善の視点に大き

な示唆を与えるのではないだろうか。すなわち指
導者が，一時間，あるいは単元を通して，子ども
たちにどのような内容を考えさせ，どのような内
容を理解させるのかを明確にもち，前述した「言
語活動」を充実させることにより，学習指導要領
の各学年の目標を達成できるようにすることが重
要であると考える。それが，社会科の学習を充実
させることにつながり，子どもたちの思考力・表
現力を育成することにつながると考える。 
次に，小学校社会科の内容については，社会情

勢の変化に伴い若干の変更があった。したがって，
新学習指導要領では，内容の一部が改善され，新
たな内容が加えられた。安野は，「現行の指導計画
をベースにして，その見直し・改善に努めること
が大切である」(22)とし，以下のような点に留意
する必要があると述べている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例えば，「販売」については，販売者側の工夫

を消費者側の工夫と関連づけて扱うこと，我が国
の情報産業などの様子と国民生活との関連に関す
る内容については，これまでの「これらの産業に
従事している人々の工夫や努力」から「情報化し
た社会の様子と生活とのかかわり」になるなど，
社会においての一つ一つの事実を双方向にとらえ
ることや，事実がそれぞれにつながっていること
などをとらえさせようとしている意図がわかる。
つまり，社会的事実・事象を違う角度や立場から
見ることや，広い視野でとらえる力を社会科学習
で育てることが求められているといえる。 
このように，これからの社会科学習では，思考

力・表現力を育成することや，広い視野で考えら
れる能力を育成することが求められている。次項
では，それらに焦点を当てた先行研究をさぐり，
授業改善の視点を明らかにする。 

 観察・調査や資料活用を通して必要な情報を入手し

的確に記録する学習，それらを比較・関連付け・総合

しながら再構成する学習，考えたことを自分の言葉で

まとめ伝え合うことによりお互いの考えを深めていく

学習など言語活動の充実をはかること(18)（下線は筆者） 

・ 身近な地域や市（区，町，村）の様子の学習におい
て，「古くから残る建造物」が加えられ，「方位や主
な地図記号」を扱うことが明示されたこと。 

・ 地域の生産や販売の学習では，その両方を学習する
こと。その際，「農家，工場など」から一つを選択し，
「商店」は必ず取り上げること。 

・ 地域の人々の健康な生活や良好な生活環境，安全な
生活に関する学習の中で，「法やきまり」を扱うこと。 

・ 食料生産や工業生産に従事している人々の工夫や努
力に関する学習の中で，「価格や費用」を扱うこと。 

・ 歴史学習において，「狩猟・採集」が新たに加えら
れたことや国宝などの文化遺産が例示されたこと。 

・ 我が国の政治の働きに関する学習の中で，「国会と
内閣と裁判所の三権の相互の関連」「国民の司法参加」
を扱うこと。               (23) 
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（２）授業で大切な二つの活動 
社会科の学習で，思考力・表現力や広い視野で

考えられる能力を育成するためには，次の二つの
活動を充実させる必要がある。 
①思考活動 
観察・調査や資料などを活用して調べただけで

は，調べる技能は育成できるが，社会科の学習で
大切な“社会的事象の意味を考える”力を育成す
ることは不十分である。要は，学習問題に沿って
調べたことから，“どのようなことがいえるか”を，
自分なりに考える活動が保障されなければならな
いのである。 
例えば，子どもたちが，我が国の国土の自然や

人々のくらしについて自分で調べたことから，
「人々のくらしは，それぞれの土地の環境と深い
関係がある。」といったことを自分なりに考えるこ
とができれば，その単元においての目標が達成で
きたといえるのではないだろうか。 
そのためには，調べたことを視覚化することが

必要であると考える。調べたことを文字や図に表
して見える形にし，それを操作しながら分類した
り，つながりを見出したりしながら考えることが
大切なのである。このことは，以下の先行研究の
成果からも読み取ることができ，思考活動を充実
させる手だてとして注目すべき点である。 
和田は，社会的な思考力を高めるために，思考

過程を図解化する思考ツール（キーワード化，図
解シート）の活用を授業に取り入れた。その結果，
「キーワード化により，疑問点を明らかにするこ
とができ，学習課題の設定に役立てることができ
た」「図解シートを使用したことにより，事象にか
かわる概念の整理や思考過程の表出がうながされ，
事実と事実の関連性を明らかにしたり，新たな見
方や考え方に気付いたりすることができた」(24)
と報告している。 
また，山下は，思考における言語の果たす役割

に注目し，資料から読み取った情報や学習した内
容を書き出す形で視覚化し，それらを比較したり
関連づけを行ったりするなど，資料を言語化する
活動を授業に取り入れ実践を行っている。その結
果，「多様な概念的知識の生産・獲得につながった」
「社会的事象を総合的に概観することにつながっ
た」(25)と報告している。 
さらに，寺嶋は，問題解決的な学習を通して児

童の思考力を育成し，社会的な見方や考え方を高
める授業の在り方を検証した。実際には，思考の
連続性を意識した問題解決的な学習過程を工夫

し，そこに児童の思考を連続させる発問を行い，
思考技能を視覚化した学習シートを用いた授業実
践を行った。その結果，「三段階の過程に応じた発
問をすることで，断片的になりがちな児童の思考
をつなげることができた」「思考技能を構造化し，
学習シートにおいて視覚化させることで，思考技
能の活用が図られた」(26)と報告している。 
このように，視覚化して考える活動を充実させ

ることは，思考力を育成する上で効果的であると
考えられる。社会科の学習では，社会的事象に出
会って問題をもったり，その問題に沿って調べた
りする活動はもちろんのこと，その後の調べた事
実を基にして考える活動を充実させることが大切
であると考える。そのことが，社会科学習を充実
させることにつながり，ひいては思考力を育成す
ることにつながるのである。 
②表現活動 
考えたことを自分の中だけにとどめていると，

自分の考えにとらわれたり，限られた視野でしか
物事を考えられなかったりする。しかし，自分の
考えを表現したり人に伝えたりすれば，互いの考
えを知ることができ，自分の考えがどうであった
かを客観的に認識することができると考える。自
分の考えを伝え合い，友だちの考えと自分の考え
を比較し，もう一度自分の考えを見直すことで，
広い視野をもつことができるのである。 
眞﨑は，「他者との意見交流をする場面で，互

いの考えが見える手立てをとることにより，他者
と自分の考えを比較させたり検討させたりすれば，
より広い視野で物事をとらえるようになり，多面
的に思考する力が育つであろう」(27) という仮説
を立て，研究を進めた。授業実践では，イメージ
マップを作成したり，話し合いボードを使って意
見交流を行ったりした。その結果，「少人数でグル
ープカードを操作させながら意見交流を行わせる
ことで，それまでに考えなかった意見に気付かせ
たり違う意見を聞かせたりすることができ，自分
の考えを再構成させるのに役に立った」(28)と報
告している。 
福岡市教育センター社会科研究室では，「再構

成する」とは，「調べたこと，考えたことを図に表
したり，言語に表したりすること」であるととら
え，社会科の問題解決学習における“さぐる”段
階で「図に整理する活動」を取り入れたり，“まと
める”段階で「自分の考えを図に表す活動」を取
り入れたりした。その結果，「事実が視点ごとに整
理され，児童の事実認識を確かにすることができ
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た」「一部の事実からのみ考えを作っていた児童も
全体的にとらえた事実から自分の考えを見直すよ
うになった」(29)と報告している。 
このように，自分の考えを図に表現したり，カ

ードを操作しながら自分の考えを表現したりする
ことは，自分の見方や考え方を広げるために有効
な手だての一つであるといえる。 
山下も，これまでの授業実践を通して「社会的

な事象を多面的・多角的にとらえ，自分の言葉で
相手に伝わるように表すことが大切である」(30)
と述べている。言い換えれば，「自分の言葉で相手
に伝わるように表すことで，社会的な事象を多面
的・多角的にとらえることができる。」のではない
だろうか。このように，広い視野で多面的に考察
するためには，表現活動は欠かせないものなので
ある。 
これらの二つの活動を，問題解決的な学習の過

程において位置づけることが，社会科学習の充実
につながり，子どもの思考力や表現力を高めるこ
とができるのである。 
第２章では，これらのことを踏まえ，社会科の

学習で思考活動や表現活動をどのように充実させ
ていくのか，その具体的な方法について述べる。 
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第２章 思考力・表現力の育成をめざして 

 
第１節 社会科の学習をより充実させるために 
 
（１）思考・表現活動を繰り返し行うこと 
近年の諸調査の結果や先行研究から，思考活動

や表現活動を充実させることが重要であることが
わかった。 
しかし，社会科の学習において，思考力や表現

力を育成することや，広い視野で考えられる能力
を育成するためには，これらの二つの活動を充実
させることはもちろんのこと，思考→表現→思考
→表現というように，思考活動と表現活動を，連
動させながら繰り返し行うことが必要であると考
える。その理由を，思考活動と表現活動の特質か
ら述べる。 
 

①思考活動 
私たちは普段，考える際には言葉を使って考え

ている。例えば，「今日は何を食べようか。」とい
うことを考える際には，「昨日は○○を食べたか
ら，今日は違うものを食べよう。」「前に作った○
○がおいしかったからそれを食べよう。」など，音
声として発することをしなくても，頭の中で言葉
にして考えている。そのように考えると，表出さ
れた言葉が「考えている事柄」の一つとしてとら
えることができるだろう。 
このことについて，ピアジェは，「子どもにと

って言葉は，伝達と表象の道具であるだけでなく，
思考の対象である」(31)と述べている。また，ヴ
ィゴツキーは，「ことばの意味はすべて，思考の産
物および過程として生ずる」(32)と述べている。
さらに，シャルダコフは，「思考は，言語的形式を
とっておこなわれ，（中略）言語活動は逆にまた，
思考によって形成されるのである」(33)と述べて
いる。 
つまり，私たちは，言葉を使って思考している

ととらえることができ，思考と言語の間には密接
な関係があるといえる。 
また，“思考”を心理学的な側面からさぐると，

思考とはどのような活動なのかを見つけ出すこと
ができる。 
ピアジェは，思考の起源を活動に求め，「子ど

もが環境に対して能動的に立ち向かうとき，いく
つかの活動が組み合わさり，（中略）適応的な仕方
ではたらくようになる。ここで形成されるいわば

活動倫理ともいうべきものが思考のはじまりであ
る」(34)と述べている。 
また，松元は「思考とは，生きるための営みで

あり，環境に適応することや環境を意図的に変え
ようとすることを含んでおり，生きることそのも
のである」(35)と述べている。 
さらに，斎賀は「思考は，（中略）何か新しい

場面で，今までの行動の仕方では適応しにくい場
合に，その場面に適応するために行われる複雑な
知的精神活動をさしている」(36)と述べている。 
以上のことから，思考とは，今までになかった

新しい環境や何らかの問題に直面したときに，そ
れらに適応しようとするために行われる精神活動
であるととらえることができる。そして，思考す
ることによって，人がよりよい方向に向かったり，
成長したりすることができると考えられる。 
杉山も，「『考える』とは，単にあれこれの思い

をめぐらせることではなく，ある課題の解決をめ
ざして，また，よりよいもの，より美しいものを
めざしての努力に裏打ちされているものでなけれ
ばならない」(37)と述べていることは，思考する
ことが，よりよい価値を生み出すことができると
いう意義を言い表していると，とらえることがで
きる。 
このように，授業で思考活動を大切にすること

は，新しい価値を子どもたちが獲得していくこと
に役立ち，子どもたちの人間形成にも役立つもの
になると考えることができる。 
 

②表現活動 
人間が言葉を使って思考しているということは

先にも述べた。頭の中で思考しているときや，一
人でつぶやきながら思考しているときなど，ヴィ
ゴツキーの理論を援用するならば，それは「内言」
の段階である。それを人にわかるように伝えるた
めには，その「内言」を組み立て直す必要がある。
事柄の順序はどうか，つながりのある文になって
いるかなどを考えながら，話したり書いたりする
ことが求められるのである。 
これについて鵜養は，「他の人に理解されるよ

うに伝えるのは，なかなか難しいことである。断
片的な言葉や，内的な呟きを整理し，並べなおし，
つながりを考え，（中略）まとめていく作業が必要」
(38)と述べている。つまり，自分で言葉を組み立
て直して表現することで，はじめて人にわかるよ
うに伝えることができるのである。このように，
自分の考えを表現する際にも，私たちは言葉を使
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っているのである。 
さて，普段の生活を振り返ってみると，言葉を

使って表現することで，自分の考えがはっきりす
ることがあることに気づく。 
例えば，自分が思っていることや考えているこ

とを「だれかに聞いてもらいたい。」と思ったこと
はないだろうか。自分の考えが正しいのか誤って
いるのかがわからないとき，たとえ適切な助言が
なかったとしても，自分の思っていることや考え
ていることを話すと，安心したり納得したりする
ことがあるだろう。考えたことを自分の中だけに
とどめていると，「自分の考えはどうなのか。」と
いうことがわからなくなったり，限られた視野で
しか物事を考えられなかったりする。 
しかし，自分の考えを表現したり人に伝えたり

すれば，相手の反応や受け応えなどから，自分の
考えのよさや誤りに気づくことができるのではな
いだろうか。「どのようなことが自分の考えに足り
なかったのか。」と反省したり，「自分の考えが理
解された。」と自信をもったりすることができる。
つまり，表現することで，自分の考えを客観的に
認識することができるのである。言葉を使って表
現することは，自分の考えを振り返る上でも，大
きな意義があるといえる。 
このように，思考活動と表現活動は，いずれも

言語を介して行われていることがわかる。そして，
表出された言葉が思考の過程や事柄の一つである
と考えられていることから，思考と表現の二つの
活動の間には密接な関係があると考えることがで
きる。 
そして，社会科において思考力や表現力を育成

することについて，加藤は，「表現とは，それが作
り出されるための一連の思考過程（創造的な問題
解決過程）の結果であるため，表現することによ
って理解が促進され，思考力・判断力の育成につ
ながる」(39)と述べている。また，有田も「表現
力の育成に重点を置くと思考力・判断力も育つ」
(40)と述べていることからも，表現力と思考力に
は深いかかわりがあるといえる。 
つまり，思考力や表現力を育成するためには，

言葉を用いて考えたり表現したりすることが大切
であり，その言語活動を充実させるためにも，社
会科の問題解決的な学習の過程において，調べた
事実を基にして考え，考えたことを互いに表現し
合い，そしてまた考え，表現し合うというように，
思考活動と表現活動を繰り返し行うことが必要で
あると考える。 

前述の新学習指導要領に示されている“考えた
ことを自分の言葉でまとめ伝え合うことにより，
お互いの考えを深めていくなどの言語活動”の充
実は，まさに思考活動と表現活動を繰り返すこと
によって図ることができると考える。 
そして，思考活動と表現活動を繰り返し行うこ

とによって，次の三つのような効果が期待できる
と考える。 
一点目は，問題解決能力を育成することにつな

がることである。 
人間が新しい環境や何らかの問題に直面したと

きに，それらに適応しようとするために考え，考
えることによってよりよい方向に向かったり，成
長したりすることができるものであるということ
は先にも述べた。このことは，社会科という教科
の本質と共通する点が多いと考える。 
それは，社会科が問題解決的な学習を大切にし

ているからである。社会科における問題解決的な
学習は，子どもたちが社会的事象と出会い，「なぜ
だろう。」「どうしてだろう。」「もっとくわしく調
べてみたい。」という思いをもって，自分なりに調
べたり考えたり表現したりしながら，問題を解決
していく学習である。 
大森が，「問題解決学習は，（中略）思考力を科

学的，能率的に形成する学習指導法の一つとして
探求されてきた」(41)と述べているように，問題
解決的な学習の過程においては，「なぜ」「どのよ
うに」など，必ず子どもなりの思考の過程が存在
する。「なぜだろう。」「どうしてだろう。」という
思いをもったそのときが，まさに新しい環境や場
面に直面したときであると考えることができる。
そして，その環境や場面に適応するために，自分
なりに考え，表現し，また考えることで，問題を
解決していくことができるのである。 
さらに，子ども自らが問題を解決していくこと

で，「なるほど。」「そのような理由があったのか。」
などの思いをもつことができ，その思いが「次は
○○について調べてみよう。」「○○についても同
じことがいえるだろうか。」といった次の学習への
意欲につながっていくのである。このようなこと
から，思考活動と表現活動を繰り返し行うことは，
問題解決能力を育成することにつながると考える。 
二点目は，知識の定着につながることである。 
例えば，「野菜や魚などの価格は時期や場所に

よって変わる。」ということを，言葉だけで知識と
して理解するのと，実際に価格が異なる同じ種類
の野菜を見て，「なぜ，値段が違うのだろう。」と
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いう思いをもって，自分で調べたり考えたりしな
がら理解するのとでは，その知識の定着の仕方に
大きな差が出てくるのではないかと考える。 
子どもたちが自分なりに考え，考えたことを伝

え合ってお互いの考えを深めることができたなら
ば，再び値段の違う同じ野菜を見ても，「もしかし
て，時期や場所が関係しているのではないか。」と
考えることができるのである。 
伊藤は「新しい知識・概念を習得したというと

き，単にそれらを記憶できたというのでは不十分
であり，それらを必要とするときに適切に活用で
きるよう既存の知識体系の中に組み込まれるよう
にする」(42)ことが必要であると述べている。ま
た，山田は，「知識を一つ獲得するということは，
実は考えるということを除いては成り立たない」
(43)と述べている。このことから，知識を得るた
めには思考することが必要であるといえる。 
そして，その知識を自分の言葉で表現すること

によって理解が深まり，確実に定着するのではな
いかと考える。それは，「どのような言葉ならみん
なにわかってもらえるのか。」「このように考えた
理由は～である。」「この事実からいえることは～
である。」などというように，“相手にわかるよう
に”“根拠や解釈を示しながら”得た知識を活用し
ながら表現したり説明したりすることは，子ども
たち自身が，学習した内容を見直す機会になるか
らである。人にわかるように自分の言葉で表現す
ることで，社会で一般化できるような法則や概念，
社会科で習得すべき内容などをさらに深く理解す
ることができるのである。 
つまり，知識を確実に定着させるためには，自

分の考えや得た知識を再構成する活動が必要であ
り，思考することによって得た知識は，表現する
ことによってより確かに定着するのである。この
ような活動を通して得られた知識は，新たな環境
や場面においても十分活用が可能であると考える。 
三点目は，視野を広げて考えることにつながる

ことである。 
自分の考えを表現し合うことで，自分とは違っ

た多様な考え方に出会うことができると考える。
友だちの考えを聞くことで，「そのような考え方も
あるのか。」と新しい考えに出会い，視野を広げる
ことができるのである。 
三宮は認知心理学の立場から，「自分の考えと

他者の考えは異なる場合があることも理解させた
い」(44)とした上で，「自分の中で閉じた思考にな
らないように，学校や家庭で一つのテーマについ

て互いに話し合うことが習慣となっていることが
望ましい」(45)と述べている。つまり，自分だけ
の考えにとらわれないようにするためには，自分
の考えを表現したり話し合ったりすることが重要
なのである。 
また，新学習指導要領の解説社会編には「小学

校社会科は，地域社会や我が国における人々の社
会生活を広い視野からとらえ総合的に理解するこ
とを通して，公民的資質の基礎を養うことを究極
的なねらいとしている」(46)と記されている。 
このことは，社会科の学習を通して，広い視野

から物事を考える力を育成することが求められて
いることを指している。子どもたちが広い視野か
ら物事を考えることができるようにするためには，
自分の考えを表現し合い，友だちの考えと自分の
考えを比較し，もう一度自分の考えを見直すこと
ができるような活動を学習場面で設定することが
必要なのである。その活動を繰り返し行うことで，
社会的事象に出会ったときに，広い視野で見たり
考えたりすることができるのである。 
思考活動と表現活動を繰り返し行うことは，ま

さにその活動を保障することにつながるのではな
いだろうか。自分の考えを表現し合うことで自分
の考えを見直し，さらに，友だちの考えのよさを
取り入れて，もう一度自分で考えることで，考え
を深めたり広げたりすることができるのである。 
図 2-1 にも示しているように，思考活動と表現

活動を繰り返し行うことは，視野を広げて考える
ことにつながり，公民的資質の基礎の一つである
“多面的に考察する力”も育成することができる
と考える。 
 

図2-1 研究構造図 
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（２）多面的に考察するとは 
前項では，自分の考えを表現し合うことは，考

え方の視野を広げることにつながり，特に社会科
では，広い視野から物事を考えられるようにする
ことが重要であると述べた。本項では，“広い視野”
ということについてもう少し踏み込んで考え，本
研究で大切にしている“多面的に考察する”こと
について詳しく述べる。 
まず，新学習指導要領より小学校社会科の目標

を示す。 
 
 
 
 
 
 
小学校社会科では，“地域社会や我が国におけ

る人々の社会生活を広い視野からとらえ，総合的
に理解する”ことをねらいとしている。そのこと
により，“公民的資質の基礎を養うこと”をめざし
ているのである。 
そして，新学習指導要領の解説社会編には，“公

民的資質の基礎”について，「平和で民主的な国
家・社会の形成者としての自覚をもち，自他の人
格を互いに尊重し合うこと，社会的義務や責任を
果たそうとすること，社会の様々な場面で多面的
に考えたり，公正に判断したりすることなどの態
度や能力である」(48)と示されている。 
つまり，小学校社会科では，社会生活を広い視

野から総合的に理解することによって，社会の様々
な場面で多面的に考えられるような態度や能力を
育成することをめざしている，と考えることがで
きる。 
さらに，中学校の新学習指導要領解説社会編を

見ると，“広い視野”や“多面的に考察する”こと
についての具体的な内容を，より明確にとらえる
ことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
中学校社会科では，“広い視野”について「社

会科の学習がめざしている多面的・多角的な見方

や考え方にかかわる意味と，国際的な視野という
空間的な広がりにかかわる二つの意味が含まれて
いる」(50)と示されている。つまり，“広い視野”
に立つためには，多面的・多角的な見方や考え方
が必要であると考えることができる。 
また，“多面的・多角的”について，「『多面的』

とは学習対象としている社会的事象が様々な面を
もっていることを，また，『多角的』とはそうした
社会的事象を様々な角度から考察し理解すること
を意味している」(51)としている。 
つまり，中学校社会科では，地理，歴史，公民

における社会的事象を，様々な面や角度から考察
することによって，公民的資質の基礎を養うこと
をめざしていると考えることができる。 
小学校と中学校の教科目標から“広い視野”と

“多面的に考察すること”について，筆者は図 2-2
のようにまとめた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「小学校では（中略）社会生活を総合的に理解

することを通して，中学校では，地理，歴史，公
民の三分野のねらいの実現を通して，いずれも公
民的資質の基礎を養うことをねらいとしている」
(52)と小学校学習指導要領解説社会編に示されて
いることから，小学校も中学校も社会科の教科目
標は共通して，公民的資質の基礎を養うことであ
ると考えることができる。そのために，小学校で
は社会生活を広い視野から理解すること，中学校
では社会的事象を多面的・多角的に考察すること
が重要なのである。 
そして，公民的資質の基礎の一つに“社会生活

の様々な場面で多面的に考えたり，公正に判断し
たりする”ことが示されていることや，小学校で
の学習の内容や目標が十分達成された上に，中学

小学校社会科の目標 

 社会生活についての理解を図り，我が国の国土と歴

史に対する理解と愛情を育て，国際社会に生きる平和

で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資

質の基礎を養う。(47) 

中学校社会科の目標 

 広い視野に立って，社会に対する関心を高め，諸資

料に基づいて多面的・多角的に考察し，我が国の国土

と歴史に対する理解と愛情を深め，公民としての基礎

的教養を培い，国際社会に生きる平和で民主的な国

家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養

う。(49) 

図2-2 小学校，中学校の目標から，“広い視野”と
“多面的に考察すること”をまとめた図 

 

・ 自他の人格を互いに尊重し合う。 

・ 社会的義務や責任を果たそうとする。 

・ 社会生活の様々な場面で多面的に 

考えたり，公正に判断したりする。 

【中学校】
 地理，歴史，公民における社会的
事象を，多面的・多角的に考察する。

公民的資質の基礎 

【小学校】
 地域社会や我が国における人々
の社会生活を広い視野からとらえ
総合的に理解する。 



 

小学校 社会科教育 12 

校の学習の内容や目標が設定されていると考えら
れることから，小学校においても多面的に考察す
ることが求められると考える。したがって，本研
究では，多面的に考察する子どもの姿をめざすこ
とにした。 
それでは，多面的に考察する子どもの姿とは，

どのようにとらえることができるのだろうか。先
行研究や文献から“多面的に考察する”ことをさ
ぐると，めざす方向性を見出すことができる。 
社会的な思考力を高める指導について研究を進

めた和田は，“多面的・多角的に考える”ことを「社
会的事象について相互の関連性をとらえたり，社
会的事象を様々な側面から考察したりすること」
(53)であると述べている。 
また，北は，公正に判断する能力を育成するた

めには，「社会的事象を複数の観点から多面的に観
察したり，（中略）一面からのみ見て判断するので
はなく，多面的にとらえることは，事象や課題を
公正に見たり判断するために必要なことである」
(54)と述べている。 
さらに，森は，批判的思考の構成要素の一つと

して多様な視点をもつことを挙げており，「多様な
視点をもたせるためには，同一の事柄が立場や視
点の違いによってさまざまな異なる意味をもち得
ることを授業の中で実際に体験させてやることが
大切である」(55)と述べている。 
これらの文献の記述や先行研究は，多面的に考

察することの内容・目的・方法を言い当てている。
したがって，筆者は，本研究において“多面的に
考察する”ということを以下のようにとらえた。 
 
 
図 2-3 と図 2-4 は，本研究において“多面的に

考察する”ことを示したものであり，実際の授業
において，具体的な子どもたちの学習活動を表し
たものである。 
授業では，ただ調べたことをそのまま発表する

だけではなく，自分が調べた複数の事実から差異
点や共通点を見つけ，そこからどのようなことが
考えられるか，また，一つの方向や立場からでは
なく，違う視点や立場で考えることができるよう
な活動を取り入れる必要があると考える。そのよ
うな活動を通して，子どもたちに多面的に考察す
る能力が育成できると考える。 
次節では，多面的に考察する力をはぐくむため

には，授業においてどのような手だてが必要なの
かについて述べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２節 多面的に考察する力をはぐくむための方策 
 
（１） 問題解決的な学習の過程での単元構想の工夫 
多面的に考察する力をはぐくむためには，子ど

もたちが，複数の事実や多様な考え方に出会うよ
うにすることが必要であると考える。 
そのために，問題解決的な学習の過程において，

子どもたちから多様な意見や考えが出てくるよう
に，単元の構想を工夫する必要があると考えた。 
社会科では，これまでに問題解決的な学習の研

究や実践が数多く行われ，その中で数多くの成果
も生み出されてきた。子どもたちの学習意欲や思
考力・表現力を育てる上でも問題解決的な学習は
有効であることから，社会科の学習を問題解決的
な学習の過程で進めることはとても大切なことで
あると考える。そこで，問題解決的な学習の過程
において，子どもたちから多様な意見や考えを出
すことができるような場を設定することで，複数
の事実や多様な考えに出会うことができるのでは
ないかと考えた。 
まず，単元の構想をする際には，単元の目標や

めざす子どもの姿を明確にしておくことが必要で
あると考える。そこで，学習指導要領から，その
単元の学習で，子どもたちが調べる内容や調べる
方法，そして子どもたちに考えさせたい内容を抜
き出し，次頁表 2-1 のようにまとめた。 
表中に示す①は，子どもたちがその単元の学習

 社会的事象を，二つ以上の事実や方向から
考えること。 

 

社会的
事  象

図2-4 社会的事象を二つ以上の方向から考えるイメージ 

【授業での学習活動例】 

＜小学校第５学年＞ 

『わたしたちのくらしと農業』 

・ 生産者の立場で考える。 
・ 消費者の立場で考える。 
・ 運輸に携わっている人 
 の視点から考える。 

二つ以上の視点や立場から考える。 

 
差異点

共通点
事実 事実 

考え 

図2-3 二つ以上の事実から考えるイメージ 

【授業での学習活動例】 

＜小学校第５学年＞ 

『わたしたちのくらしと工業』 

・  工業の種類別の生産額，

工場数，工業地帯の分布，

種類別の輸出額などの調べ

た事実から，日本の工業の

特色を考える。 

二つ以上の事実から考える。 
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で調べる内容である。そして，②はその内容を具
体的に示したものである。③は，②で示した内容
を調べるための具体的な活動例である。そして，
④には，それらの活動を通して子どもたちに考え
させたい内容を示した。これらのことを明らかに
した上で単元を構想すれば，単元の出口が明らか
になり，そこに至るまでの子どもたちの活動や思
考の流れに幅をもたせることができると考える。 
そして，実際に単元を構想する上で，表 2-1 の

④にあたる内容について，単元の終末場面で子ど
もたちに考えさせたとき，どのような考えが出て
くるのかを指導者が想定しておくことが大切であ
ると考える。それは，指導者にとっても子どもた
ちにとっても，めざす姿を明確にすることができ
るからである。 
筆者の経験則ではあるが，あらかじめ想定して

いたよりも多様な考えが子どもたちの中から出て
きたことで，どのように支援をすればよいのかが
わからないことがあった。そのような場合に，も

う一度単元の出口で想定した，めざす子どもの姿
に立ち返ることで，指導者がそこへ向かうような
支援をすることができるのである。以上のことか
らも，単元の出口で子どもからどのような考えが
出てくるのかを，指導者が想定しておく必要があ
ると考える。 
そして，これらのことを踏まえながら，単元を

構想した。次頁図 2-5 は，小学校第５学年『これ
からの食料生産とわたしたち』の単元構想図であ
る。図中の点線で囲んだ①と②の部分のように，
子どもたちから多様な意見や考えが出てくるよう
な場を単元の中に設定した。そして，図中の③は，
学習を終えての子どもの姿を想定したものである。
表 2-1 の中の④から，学習を終えての子どもたち
の具体的な姿をイメージするのである。そうする
ことで出口が明らかになり，子どもたちの思考が，
想定していた流れから外れたとしても，指導者は，
そこへ向かうための支援をすることができるので
ある。 

表 2-1 単元での学習内容（小学校学習指導要領解説社会編より抜粋）(56) 

内容 

(2)  我が国の農業や水産業について，次のことを調査したり地図や地球儀，資料などを活用したりして調べ，それら
は国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることや自然環境と深いかかわりをもって営まれていることを考
えるようにする。 

ア 様々な食料生産が国民の食生活を支えていること，食料の中には外国から輸入しているものがあること 

「様々な食料生産が国民の食生活を支えていること」 「食料の中には外国から輸入しているものがあること」 

様々な食料生産と国民の食生活とのかかわり ・主な食料の自給率や主な輸入先など 

・ 国民の食生活が主食である米をはじめ，野菜，果物，
畜産物，水産物などの主な食料を生産する農業や水産業
などによって支えられていることを具体的に調べる。 

・ 国民の食生活を支えている主な食料の中には，国内
の各地で生産されたものだけでなく，外国からの輸入
に依存しているものがあることを具体的に調べる。 

・ 商店の広告のちらしを手掛かりにして主な食料の生産地を調査して白地図に書き表す活動 
・ 地図帳や地球儀，統計資料などを活用して主な食料のうち自給率の低い食料の品目や輸入先などを調べる活動 
 （ここでの学習と関連付けて，我が国の貿易の役割について扱うことが考えられる。） 

・ 我が国の農業や水産業は国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることを考える。 

イ 我が国の主な食料生産物の分布や土地利用の特色など 

「我が国の主な食料生産物の分布や土地利用の特色など」 

・ 我が国における主な農産物や畜産物の生産量や主な産地 
・ 土地利用の特色，及び主な水産物の漁獲量や主な漁港，漁場などの分布 

・ 我が国の農業や水産業の概要やそこに見られる特色を具体的に調べる。 

・ 我が国の農業や水産業の様子を概観し，そこに見られる大まかな特色を調べるために，地図帳や学校図書館の図書，
資料などに掲載されている各種の統計資料や分布図などを活用する必要がある。その際，例えば，我が国の主な農産
物の分布図と気候に関する資料，主な漁港と海流に関する資料など，複数の資料を関連付けて読み取る活動 

・ 我が国の農業や水産業は国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることや，自然環境と深いかかわりをもっ
て営まれていることを考える。 
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このように問題解決的な学習の過程において，
出口を意識して単元を構想することで，子どもた
ちが様々な意見や考えを出し合いながら学習を進
めることができるのではないかと考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（２）「調べる」「まとめる」過程での学習活動の工夫 
思考力や表現力を育成するためには，調べた事

実をそのまま書き写したり，発表したりする活動
だけでは不十分であるということは先にも述べた。
大切なことは，自分が調べた複数の事実や友だち
の考えなどから「どのようなことがいえるのか。」
を自分なりに考え，その考えを表現することであ
る。言い換えれば，思考活動と表現活動の二つの
活動を連動させることが大切である。 
そこで，思考活動と表現活動をより充実させる

ために，授業の中で，以下のような手だてを具体
的に行うことが必要であると考えた。 
①思考活動を充実させるために 
思考と言語に密接な関係があることは，これま

での先行研究からも述べられている。 
子どもたちが考える際には，自分が調べたこと

や友だちの考えを文字に書いて視覚化することが
重要であると考えた。そのために，考える際には
付箋紙を活用して，そこに調べたことや友だちの
考えを書くようにすることが効果的ではないかと
考えた。 
付箋紙を活用することの意義について，植地は，

「短い言葉で考えたことを文字にするため，書く
ことへの抵抗感が少ない」「付箋紙を動かすことに
より，構成の方法について繰り返し考えることが
できる」(57)と述べている。 
付箋紙はスペースが限られているために，調べ

たことを短くまとめたり，大事なキーワードを抜
き出して書いたりすることが求められる。そのこ
とにより，キーワードを使って短く書きまとめる
力が身につけられると考える。 
また，付箋紙に書いた内容を比べて，同じ内容

のもの同士を集めたり，違う内容のものを他の場
所に移動させたりすることで，共通点や差異点を
明らかにすることができるのである。どのような
点で共通しているのか，同じものにタイトルをつ
けたり，集めたものの間のつながりや関係を線で
結ぶなど，付箋紙を動かして操作することで，比
較や関連させて考えたり，総合して考えたりする
ことができるのである。 
そして，友だちの考えや自分とは違う考えを違

う色の付箋紙に書くことで，視覚的にも自分とは
違う考えをとらえることができ，考える際には，
今までになかった考え方や違う視点などを自分の
中に取り込むことができるのである。このように，
多面的に考察するためにも，付箋紙を活用するこ
とは有効な手だてであると考える。 

図2-5 小学校第５学年『これからの食料生産と   
わたしたち』単元構想図 

 

・日本の食べ物だから，材料も日本でつくられている。 
・外国でつくられた材料もあると思うよ。 
・日本と外国の両方でつくられていると思う。 

・どこでつくられたか，わからないな。 

材料は，外国でつくられているものが多い。 

ほかの食べ物は，どうなのだろう。 

・ご飯（米）は，ほとんど日本でつくられている。 
・パンの材料の小麦は，ほとんど外国でつくられている。 
・豆腐の材料の大豆は，ほとんどが外国でつくられている。 
・ハンバーグの材料のお肉も，半分くらいは外国からきている。 

ほかの食べ物の材料も，外国でつくられているものが多い。 

なぜ，外国からの輸入が多いのだろう。 

日本だけで材

料をつくっていた

ら， 追 いつ かな

いからかな。 

輸入したもの

は ， 値 段 が 安

いからではない

かな。 

日本の土地が

せまいから，つく

る場所が足りない

のだと思う。 

農業や水産

業 で 働 く 人 が

減っているから

だと思う。 

日本人の食

生活について

調べよう。 

国 内 産 と 外

国産の値段を

調べよう。 

日本の農地に

ついて調べよう。 

農業や水産

業 で 働 く 人 の

数を調べよう。 

昔 と 比 べ て ，

米を食べる量が

減って，かわりに

肉や油（脂）が増

えたんだ。 

輸入したもの
は，日本でつく
られたものと比
べ て ， 比 較 的
安く手に入れる
ことができる。 

食生活が変化したり，農業生産が減少したりしているから輸入が増えた。

耕地面積が

減 っ て い る の

で，農業生産も

減 っ て き て い

る。 

農業や水産

業で働く人が，

どんどん減って

い て ， 高 齢 化

が進んでいる。

私たちが食べている○○の材料は，どこでつくられたものだろう。 

出 

会 

う 

つ 

か 

む 

 輸入できなくなったら，どうなるのだろう。 

・実際に，輸入できなくなることがあるんだな。 
・気候の変化や外国との関係も原因しているんだ。 
・食料がなくなってしまう。 
・日本の土地のほとんどを農地にして，作物をつくるしかない。 
・日本でつくられたものだけで，まかなえるのかな。 
・非常用の食べ物があるんじゃないかな。 

・緊急の時にそなえて，対策がとられている。少し安心だ。 
・食事の内容が大きく変わる。 
・いもや米が多くなる。おかずもそれほど食べられないな。 
・給食もどうなるのだろう。 
・日本は輸入にたよっているんだな。 

食べ物を確保できるようになっているけど，毎日の食事が変わるな。 

これから，どのようにすればよいのだろう。 

輸入の多い小麦か

らつくるパンよりも，米

を食べたほうがよい。 

今の日本では，外

国からの輸入をなくす

のは無理だと思う。 

たくさんの食料を

輸入しているけど，

食べ残したり賞味期

限が切れたら捨てた

りしているので，むだ

にしていると思う。 

国内産のものは，外

国産ものに比べて値

段が高いので，今より

も食べ物の値段が上

がるかもしれない。 

好き嫌いをしない

で，大事に食べるこ

とも必要だ。 

世界の国々とよい

関係をきずいておく

ことが大切だと思う。 

異常気象で作物が

不作にならないよう

に，日頃から環境のこ

とを考えて生活しない

といけないと思う。 

今まで使っていな

い田や畑を使って生

産を増やせばよい。 

農業の仕事をする人

を，少しでも増やすよう

にしないといけない。 

外国産のものは，

できるだけ買わない

ようにして，国産のも

のを買うようにしよう。

今の日本は，好き
な時に，好きなもの
が食べられる。 

農業や水産業は，みんなの食料を確保する重要な役割を果たしている。

食料を大事にする，国産のものを食べるようにする，環境のことを
考えて生活するなど，一人一人が心がけて行動することが大切だ。 

レポート交流会をしよう。 

ま 

と 

め 

る 

調 

べ 

る 
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②表現活動を充実させるために 
子どもたちが，普段の授業で，学級という限ら

れた集団だけではなく，大きな集団や社会を意識
して話すようにすることが大切だと考える。それ
は，自分が考えたことを，だれにでもわかるよう
に表現しようとすることで，社会的事象について
の法則や概念などを導き出したり，論理的に考え
たりするなどの思考力を育成することにつながる
と考えるからである。 
このことについて，北は，「事実を発表し合う

だけでは（中略）話し合いが深まらない。逆に，
抽象的な言葉のやりとりでは（中略）一部の子ど
もだけの学習になってしまう」(58)と述べ，授業
で，「例えば」「つまり」などの言葉を使って話す
ようにすることで，子どもたちに具体化や概念化
をうながすことができるとしている。 
さらに，髙宮は，「論理的な思考を育てる具体

的な指導というものは，（中略）子どもに『コミュ
ニティー』を意識させることである」(59)と述べ，
自分の考えを話す際には，指し示す言葉を吟味し，
丁寧に説明することが大切であるとしている。 
このように，根拠を明らかにしたり，具体例を

挙げたりするなど，だれにでもわかるようにする
ために自分の考えを再構成することで，思考力を
育成することができると考える。つまり，社会科
の授業においても，考えたり表現したりする場を
設定することが大切であり，その中で，考え方や
表現の仕方の指導をする必要があると考えた。 
そのためには，まず，表現の仕方のモデルを提

示し，子どもがそれらを活用しながら学習を進め
ることができるようにした。表 2-2 は，考えたこ
とを表現するために，比較，関連，総合の三つの
話型を類型化して表したものである。 
まず，比較では，自分が調べた二つ以上の事実

や友だちの考えなどを比べて考え，表現できるよ
うにした。そして，関連では，比べたことから共
通点や差異点を見つけ出して考え，表現できるよ
うにした。さらに，総合では，調べた事実や友だ
ちの考えなどから，どのようなことがいえるかを
自分なりに考え，表現できるようにした。 
前掲表 2-1(p.13)の④を基に想定した単元の出

口において，「つまり，食料の輸入は私たちの食生
活を豊かにしている。」「食料の輸入は，私たちの
生活にとってとても重要である。」など，自分なり
に考えて表現することができる姿をめざした。し
たがって，この段階では，子どもたちの考えたこ
とが，社会科の目標を達成できるような内容であ 

表 2-2 考え方とその話型 
複数の事実から考える 

比較 

比べて 
同じ点は～である。 
～と～は同じである。 
違う点は～である。 
～と～は違っている。 
～によって違いがある。 

関連 

～と～は同じことから～と考えられる。 
～と～は似ていることから～と考える。 
～と～は違うことから～と考えられる。 
～と～は異なっていることから～と考えられる。 
～と～は～という点で共通している。 

総合 

つまり～である。 
つまり～だと考える。 
つまり～がいえる。 
したがって～だと考える。 
例えば～である。 
～にとって～は重要である。 
～にとって～は重要な役割を果たしている。 
～にとって～は大切なことである。 
～は～な工夫をしている。 
～は～な努力をしている。 
～は～に役立っている。 
～と～は深いかかわりがある。 
複数の方向や立場から考える 

複数の方向
や立場から 

～の人たちにとって～である。 
～の立場から考えると～である。 
～や～から～が大切だと考える。 
～側では～だと考えられる。 

自分の考え 

やはり～だと考えた。 
～だけれど～だと考えた。 
友だちの考えから～が大切だと考えた。 
だが，しかし， 
けれども，さらに 

ることが望まれる。 
さらに，複数の方向や立場から考えるために，

自分とは違う考え方や違う視点などを取り入れな
がら考え，表現できるようにするための話型を示
した。ここでは，なぜ，そのように考えたのか，
その考え方に至ったのはなぜかを明らかにして表
現できる子どもの姿をめざした。 
特に「まとめる」過程では，社会科の学習を通

して，自分の考えの深まりや変容についても表現
できるようにしたい。自分の考えが，互いの考え
を表現し合う活動を通して深まったり変わったり
したことを伝え合えば，友だちの多様な考えから
学び合うことの価値を実感することができるので
はないかと考える。 
そのために，単元の終末である「まとめる」過

程において，自分の考えの過程がわかるような表
現活動を工夫する必要があると考えた。 
次頁表 2-3 は「まとめる」過程においての表現
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活動例である。そして，図 2-6 は，その中のレポ
ートにまとめるための具体例である。これらの活
動において，自分の考えが至った過程も含めて表
現することで，友だちの考えや違った考え方を取
り入れながら，考えたり表現したりする態度も育
成することができるのではないかと考えた。 
このような思考活動や表現活動の二つの活動を

繰り返し行えるような場を設定することで，自分
の考えだけではなく，友だちの多様な考えに気づ
くことができ，多面的に考察する力をはぐくむこ
とができると考える。 
第３章では，思考・表現活動を通して多面的に

考察する力をはぐくむための指導・支援の在り方
について，子どもの具体的な姿を通して述べる。 
表 2-3 「まとめる」過程においての表現活動例 
中心となる

事柄 
学習したことをまとめる方法 

話すこと 
話し合い，交流会，ポスターセッション，
ディベート，ニュース番組，ラジオ番組等 

書くこと 新聞，レポート，紙芝居，ポスター等 

動作化 劇，ペープサート等 

視聴覚機器 コンピュータ，ビデオレター等 
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なぜ，日本は外国からの輸入が多いのだろう。 

わたしは，前，米づくりの学習をしたときに農業をする人が減っている

ということを知った。だから，農業をする人が減って食料をつくる量が少

なくなったからではないかと考えた。 

農業で働く人の数 

農作物の生産量 

2000 年の農業で働く人の数は約

700 万人で，1960 年と比べて半分

にへっている。 

（教科書） 

第一次産業，第二次産業，第三次産

業で比べてみると，第一次産業で働く

人がもっとも少なく，農業や水産業で

働く人がへっている。とくに農業は若

い人がへっている。（社会科資料集） 

日本では，50 年ほど前から工業や

商業で働く人がふえた。農業で働く人

がへり，高れい化が進んでいる。耕地

面積がへって農業生産はへってきて

いる。（教科書） 

農業で働く人がどんど

んへっている。 

日本は，一人あたりの農

地面積が他の国と比べ

て小さい。 

昔の食事と比べて，肉や

油をつかった食事が多

くなった。 

自分の調べたことや友だちの発表から，農業で働く

人が少なくなって，日本の農業生産がへっていること

がわかった。日本でつくっている量が少ないので，そ

れをおぎなうために食料を輸入していることが分か

った。 

また，昔と比べて食生活がかわったことや，輸入し

たものは安く手に入れられることなど，いろいろな理

由があるから，日本は食料の輸入が多いと思った。 

もしかしたら，外国から食料の輸入ができなくなる

こともあるので，これからは日本の農業生産をふやし

ていかないとだめだと思う。 

これからの食料生産とわたしたち    社会 太郎 

①学習問題 

②予想 

③調べたこと 

④自分が調べた内容 

⑤友だちの発表から知ったこと 

⑥考えたこと ⑦交流をして 

わたしは，日ごろ食べている小麦や大豆などのほとんどが，外国で作られていること

を知った。また，日本の食料自給率が４０パーセント足らずで，わたしたちが食べてい

る食料の半分以上を外国からの輸入にたよっていることを知っておどろいた。 

そこで，なぜ日本は外国からの食料の輸入が多いのかを調べた。 

 これからどのように

すればよいのか，自分の

考えを書こう。 

図2-6 レポートにまとめるための具体例 
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第３章 小学校第５学年の実践を通して 

 
小学校第５学年を対象に，「これからの食料生

産とわたしたち」と「わたしたちの生活と情報」
の単元で授業実践を行った。その実践の様子を，
「出会う」「つかむ」「調べる」「まとめる」の問題
解決的な学習の過程に沿って報告する。そして，
学級全体の様子と焦点を当てた子どもの姿から，
指導・支援の有効性について検討する。 
 

第１節 「これからの食料生産とわたしたち」 
 
（１）単元全体を通して 
授業実践を行うに当たって，単元を通じて，子

どもたちが自ら問題を解決し，その中で子どもた
ちから多様な意見や考えが出し合えるようにした
いと考えた。そのためには，まず，単元の構想を
工夫する必要があると考えた。 
単元の構想を工夫する際には，学習する内容や

めざす子どもの姿を明らかにしておく必要がある。
そこで，学習指導要領から，「これからの食料生産
とわたしたち」の単元で，学習する内容，調べる
事柄とその調べ方，考えさせたい内容を抜き出し，
前掲表 2-1(p.13)のようにまとめた。 
この表の中で大切にしたいことは，表中の④に

示しているように，子どもたちが調べたことを基
にして，「我が国の農業や水産業は国民の食料を確
保する重要な役割を果たしていることを考える。」
ことである。この学習では，食料の生産地を調査
したり，自給率の低い食料の品目や輸入先などを
調べたりして，我が国の農業や水産業は国民の食
料を確保する重要な役割を果たしていることや，
我が国のこれからの食料生産について考えること
をめざしている。したがって，単元の学習では，
子どもたちが自分の問題にそって調べた事実から，
我が国の農業や水産業の役割や，これからの食料
生産について考えることが重要である。 
そこで，表中④での，理想とする子どもの発言

や記述を，以下のように想定した。 
 
 
 
 
 
 
 

そして，それらの内容を，単元終了時の発言や
記述でのめざす子どもの姿とした。つまり，前掲
表 2-1(p.13)からは，①で示している内容を，②
や③で示している活動を通して学習し，④で示し
ている内容を最終的に子どもたちが考えられるよ
うにした。また，単元を構想する際には，②や③
で示している活動を取り入れるようにした。 
これらのことを踏まえ，単元の構想をしたもの

が，前掲図 2-5(p.14)の単元構想図である。図中
の③が，先に示した，子どもの発言や記述におい
てめざす姿である。このような姿をめざすために，
図中の①や②の部分において，重点的に思考活動
と表現活動を繰り返し行う場を設定し，子どもた
ちが多様な意見や考えを出し合いながら学習が進
められるようにした。そして，この単元構想図を
基に，実践を行った。 
 

①「出会う」過程 
まず，農業や水産業の学習で行った産地調べの

学習を生かし，私たちが日ごろ食べている米や魚
の産地調べをした。私たちが食べている米や魚の
中には，日本で生産されているもののほかに，外
国で生産されているものも多くあることに気づき，
子どもたちは驚いていた。 
その後，さらに，身近な食べ物の原料がどこで

作られているか関心をもつようにするために，パ
ン，豆腐，ハンバーグ，天ぷらそばなど，日本で
消費されている食べ物の原料の，国内自給の割合
を調べる活動をした。これらの食料を取り上げた
のは，小麦・大豆・そば粉・食肉の飼料など，原
料の多くを外国からの輸入に頼っており，それら
の原料の国内自給の割合を調べることで，日本の
食料自給率や食料生産の問題について考えるきっ
かけにしたいと考えたからである。 
はじめに，パン，豆腐，ハンバーグ，天ぷらそ

ばの写真を提示し，どのようなものが原料に使わ
れているかを考えた。そして，それらの原料の国
内自給の割合を考えることができるようにするた
めに，帯グラフを組み入れたワークシートを用い 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 農業や水産業の仕事は，わたしたちの食生活を支

えている。 

・ 農業や水産業で働く人が減り，生産量も減ってい

るので，輸入にたよらないといけない状況がある。 

・ 食料自給率を高めるためには，残さず食べること

や，国産のものを食べるようにするなど，日ごろか

ら一人一人が心がけることが大切だ。 

 

0 50 100%

【小麦】 

0 50 100%

 

0 50 100%

【大豆】 

0 50 100%

 

図3-1 ワークシートの一部分とそれに書き込んでいる様子 
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図3-2 予想したことを発表して 
いる様子 

図3-3 根拠を示しながら自分の 
       考えを発表している様子 

た。前掲図 3-1(p.17)は，ワークシートの一部分
と，それに国産と外国産の割合をグラフに書き込
んでいる様子である。 
ワークシートには，原料の国産と外国産の割合

を帯グラフに書いて予想し，そのように考えた理
由を書くことができるように工夫した。そうする
ことで，児童は，「うどんやクッキーなど，小麦で
作られている食べ物がたくさんあるので，小麦は
日本で75％くらい作られていると思う。」「パンや
ケーキなどは外国からきた食べ物なので，小麦は
外国産の割合が多いのではないか。」などの考えを
書いて予想することができた。 
そして，国産と外国産の割合を予想した後，自

分でそれらの割合を調べた。さらに，調べた結果
を学級全体で共通して認識できるようにするため
に，国産と外国産の割合を色ごとに示したグラフ
を板書に提示し，視覚的にとらえられるようにし
た。その結果，はじめは原料の多くを国内で作っ
ているだろうと考えていた児童は，「大豆を使った
料理はよく食べるから，日本で作られている方が
多いと思ったけど，外国の方が多かったのでびっ
くりしました。」という感想をもった。そして，日
ごろ食べているものの原料の多くを，外国からの
輸入に頼っていることに気づくことができた。 
また，はじめは，外国産の原料の割合が比較的

多いと考えていた児童は，「外国はたくさんの作物
がとれることにびっくりしました。」という感想を
もった。そして，小麦や大豆やそば粉などの国産
と外国産の割合を知ることで，それらのほとんど
が，外国からの輸入に頼っていることを再認識し
ていた。 
それぞれの食べ物の原料の自給の割合を調べた

後は，“食料自給率”という言葉の意味を学習し，
日本の食料自給率
を，イギリス・ド
イツ・中国・韓国
などの諸外国と比
べる活動をした。 
日本は，カロリ

ーベースでの食料
自給率が，これら
の国の中でもいち
ばん低く，実際に

数字で比べる活動をすることで，子どもたちは日
本の自給率の問題を実感することができた。そし
て，「なぜ，日本は食料自給率が低いのだろう。」
という思いをもつことができた。 

②「つかむ」過程 
前時の活動を通して，子どもたちは，日本の食

料自給率がイギリス・ドイツ・中国・韓国などの
諸外国と比べて低いことを理解することができた。
しかし，食料自給率と食料の輸入との関係を，よ
り明確にとらえることができるようにするために
は，日本国内の食料生産だけでは需要をまかない
きれず，足りない分を輸入に頼っていることをさ
らに理解できるようにする必要があると考えた。 
そこで，「ジュニア農林水産白書」(60)から，食

料輸入が多い国のグラフを提示し，どの国が一番
多いのかを考える場を設定した。そして，考える
際には，地図帳でそれぞれの国の位置を確認する
活動を位置づけた。国の位置を確認することで，
その国の名前と位置を知るだけではなく，農業生
産と国土の面積とを関連させて考えることができ
るようにするためである。 
子どもたちは，日本が前述の諸外国の中で，食

料の輸入額が一番多いことを知って驚いていた。
そして，なぜ，日本は食料自給率が低く，食料の
輸入が多いのだろうという思いをもった。 
これらの学習活動を通して，日本の食料生産や

自給率について調べるための学級全体の学習問題
を，以下のように設定した。 
 
 
そして，この学級全体の学習問題に対して，一

人一人が予想をした。予想する際には，根拠をも
って考えることができるようにするために，農業
や水産業で学習し
た内容や，日本の国
土面積などを想起
し，それらとつなげ
て考えるよう働き
かけた。その結果，
子どもたちは以下
のような予想をし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なぜ，日本は食料の輸入が多いのだろう 

・ 中国と比べて日本の面積が小さいから，作物を育

てる場所が少ないからではないか。 

・ 農業や水産業などの第一次産業がへって，若者が

サービス業をするようになったからだと思う。 

・ 昔から食べている日本のメニューではなく，外国

からきたメニューをたくさん食べるようになったか

らだと思う。 

・ 日本の農産物の質があまりよくなく，外国産と比

べて値段が高いからだと思う。 
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図 3-5 調べた事実を水色の 
付箋紙に書き出して
いる様子（思考活動①） 

また，国土の面積だけではなく，日本の人口に
注目して考えた児童は，「ドイツや韓国と比べて，
面積のわりには人口が多い。」ということに気づき，
「それだけ多くの食料が必要で，日本だけでは足
りないから，食料を多く輸入しているのではない
か。」という考えをノートに書いていた。 
これらの記述からは，「なぜ，日本は食料の輸

入が多いのだろう」ということを，農業や水産業
での既習事項や生活経験，国土の面積や人口など
と関連させて考えていることがわかる。 
このように，考える際の視点を提示し，事実を

基にしながら多様に考えるようにすることで，後
に，「なぜ，日本は食料の輸入が多いのだろう」と
いうことを，調べたことを基にしながら，多面的
に考察することができるようになると考えた。こ
れは，前掲図2-5(p.14)の①に当たる部分である。 
次に，それらの予想を確かめるためには，どの

ようなことを調べたらよいのかがわかるようにす
るために，指導者は，学級全体で調べる事柄を整
理し，その内容を明確に示すことにした。指導者
は，事前に児童のノートから予想を把握し，学習
問題を解決するために調べる事柄をキーワードで
整理した。例えば，「昔から食べている日本のメニ
ューではなく，外国からきたメニューをたくさん
食べるようになったからだと思う。」という予想は，
“日本人の食生活”，「中国と比べて日本の面積が
小さいから，作物を育てる場所が少ないからでは
ないか。」という予想は，“日本の農地”というよ
うに，調べる事柄をキーワードで示した。 
そして，これらの事柄に加え，子どもたちの発

表を基に，学級全体で“農業や水産業で働く人の
数”“日本人の職業”“農業や水産業での生産量”
“食料の国内産と外国産の値段”“日本の食料の消
費量”などのキーワードを黒板に提示し，児童が
学習問題を解決するためには，どのような事柄を
調べたらよいのかを，板書に示すことで整理した。 
「予想を確かめるには，どのようなことを調べ

たらよいでしょう。」と問いかけられ，首をかしげ
ていた児童も，黒板に示されたキーワードを見な
がら，自分が調べる事柄をノートに書く姿が見ら
れた。このように，学習問題を解決するために，
調べる事柄をキーワードにして明確に示すことで，
子どもたちに調べる活動の見通しをもたせること
ができたと考える。 
そして，これらの事柄を，教科書・資料集やパ

ンフレットなどの図書資料や，インターネットな
どを使って調べるようにした。 

③「調べる」過程 
「なぜ，日本は食料の輸入が多いのだろう」と

いう学習問題について，調べたことを書き写すだ
けではなく，調べた事実を基にして考えることが
大切であると考えた。 
そのために，前掲図 2-5(p.14)の①の部分にお

いて，思考活動と表現活動を繰り返し行う場面を
設定した。図 3-4 は，活動の流れを図で示したも
のである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
思考活動①では，「なぜ，日本は食料の輸入が

多いのだろう」という学習問題について，自分が
調べたことから，どのようなことがいえるかを考
えられるようにするために，調べた事実を水色の

付箋紙に書き出すよ
うにした。そして，付
箋紙に書いた内容を
読み比べて，同じ内容
のもの同士を集めた
り，違う内容のものを
他の場所に移動させ
たりすることで，自分
が調べた事実の共通
点や差異点がわかるよ

うにした。 
しかし，子どもたちの中には，調べているうち

に様々な事実に出会い，自分の予想を確かめるた
めの付箋紙がどれなのかがわからなくなっている
姿が見られた。そこで，学習問題を解決するため
には，最終的にどの付箋紙が必要なのかを選び，
それを同じ場所に集めるよう指示した。自分の予
想を確かめる内容がどれかわからなくなっていた
児童は，もう一度付箋紙に書いた内容を見直しな

思考活動① 
調べたことから，

どのようなことがい
えるかを考える。 

表現活動① 
考えたことを表

現し合う。 
思考活動② 
友だちの考えと

自分の考えを比べ，
もう一度考える。 表現活動② 

考えたことを表
現し合う。 思考活動③ 

自分の考えをま
とめる。 

図 3-4 「これからの食料生産とわたしたち」（前掲図 
     2-5〔p.14〕点線①部）での思考活動と表現活動 
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がら，どれが必要なのかを選んでいた。このよう
に，自分の予想と調べる事柄に照らし合わせなが
ら，学習問題を解決するためには，どの付箋紙が
必要なのかを選ぶようにすることで，調べた事実
から考えることができたのではないかと思われる。 
その後，前掲表 2-2(p.15)の“考え方とその話

型”の中から，下の文を使って，学習問題を解決
するために選んだ付箋紙から，どのようなことが
いえるかを考えるようにした。 
 
 
 
 
図 3-6 は，児童が学習問題を解決するために選

んだ付箋紙から，上の話型を使ってどのようなこ
とがいえるか，その考えを書いたノートの一例で
ある。 
この児童は，「なぜ，日本は食料の輸入が多い

のだろう」という学習問題に対して，「日本の農業
や水産業での生産量が減っているからではない
か。」と予想をし，“農業や水産業での生産量”に
ついて調べた。様々な食料品の輸入の割合や，農
業生産量や漁獲高などについて調べ，昔と比べて
輸入量が増えていることから，日本の食料生産だ
けでは足りないと考えた。そして，これらの調べ
た事実から，「日本の食料の輸入が多いのは，日本
の食料の生産量が減っているからだと考える。」と
いう考えを書いていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
他の児童も，「つまり，日本の食料の輸入が多

いのは，わたしたちの食事の内容が変化したから
だと考える。」「日本の食料の輸入が多いのは，農
業や水産業で働く人が，少なくなっているからで
ある。」などの考えをノートに書いていた。 
これらの記述から，自分が調べた事実を書いた

付箋紙から，考え方や話型の文を使って自分の考

えを書きまとめるようにしたことは，調べた事実
を基にして，自分なりの考えを構築する姿につな
がったと考えられる。 
次に，「なぜ，日本は食料の輸入が多いのか」

ということについて，さらに広い視野から考えら
れるようにするために，自分とは違う多様な考え
に出会うことのできる場を設定する必要があると
考えた。 
そこで，表現活動①では，「なぜ，日本は食料

の輸入が多いのだろう」ということについて，自
分の考えを，ノートを基にして発表するようにし
た。これまでは，自分の予想を基にした個人での
追究活動であったため，自分とは違う考えに出会
える場を設定することで，「なるほど。」「そのよう
な考え方もあるのか。」というように，これまでの
自分の中にはなかった，より広い視野をもつこと
ができると考えた。 
発表する際には，どのような内容について発表

しているのかをはっきりと意識できるようにする
ために，「日本の食料の輸入が多いのは，～からで
あると考える。」というように，必ず学級全体の学
習問題と，前述の話型とを一緒に話すよう指示し
た。図 3-7 は，ノートを基に自分の考えを発表し
ている様子である。話型を示したことと，自分の
考えを書いたノートを基に発表することで，普段
は発表することが苦手だと感じている児童は，自
信をもって発表することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・つまり～である。 
・つまり～だと考える。 
・つまり～がいえる。 
・したがって～だと考える。 

図 3-7 ノートを基に自分の考 

えを発表している様子 

（表現活動①） 

図 3-8 友だちの考えをピンク

色の付箋紙に書いて

いる様子（思考活動②）

図 3-6 思考活動①でのノート 

水色の付箋紙 

図 3-9 思考活動②でのノート 

水色の付箋紙 

ピンク色の付箋紙 
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図 3-10 ピンク色の付箋紙に
書いたことを資料で
確かめている様子 
（思考活動②） 

図 3-11 友だちの考えから
新たに知ったこと
を発表している様
子（表現活動②） 

さらに，自分の考えを表現し合うことで，友だ
ちの考えと自分の考えを比べ，もう一度自分の考
えを見直しながら，広い視野で考えることができ
るようにしたいと考えた。 
そこで，思考活動②では，自分とは違った考え

を取り入れて考えることができるようにするため
に，友だちの考えを聞いて，「なるほど。」「いい
な！」と思ったことを，ピンク色の付箋紙に書く
ようした。自分が調べた事実を書いた付箋紙と異
なる色の付箋紙に，友だちの考えを書くようにす
ることで，自分とは違う考えを視覚的にとらえる
ことができるのである。そして，考える際には，
今までになかった考えや違う視点などを，自分の
中に取り込むことができるのである。 
前頁図 3-8 は，友だちの考えをピンク色の付箋

紙に書いている様子である。そして，前頁図 3-9
は，前述の図 3-6 で示した児童の，思考活動②で
のノートである。この児童は，「食料の輸入が多い
のは，日本の生産量が減っているからである。」と
考え，発表していた。そして，自分の考えを表現
し合った後，思考活動②では，「米・麦・いも・乳
牛・野菜も生産量が減っている。」とピンク色の付
箋紙に書きとめていた。 
「生産量が減っている。」という同じ考えを友

だちからも聞くことで，自分の考えに自信を深め
たようであった。このような姿から，自分とは違
う考えを取り入れるだけではなく，自分と友だち
が同じ考えをもっているということを知ることで，
自分の考えをさらに深めるきっかけにつながった
と考えられる。 
その後，ピンク色

の付箋紙に書いた
ことを，資料を使っ
て確かめる活動を
した。友だちの考え
をただ鵜呑みにする
のではなく，自分で
確かめることで，よ
り多くの事実を基に
して，客観的に考え
ることができるようにしたいと考えた。図 3-10
のように，子どもたちは，新しく知った事実や，
自分と同じ考えの基になった事実を，資料を使っ
て積極的に確かめていく姿が見られた。 
表現活動②では，友だちの考えを聞いて，自分

の考えがどうであったかを振り返ることができる
ようにするために，友だちの考えから新たに知っ

たことを表現し合うよう
にした。その際には，前
掲表 2-2(p.15)の“考え
方とその話型”の中から，
「友だちの考えから～だ
と思った。」「友だちの考
えを聞いて～だと考え
た。」という文を使って，
発表するよう指示した。
その結果，子どもたちは，
「友だちの考えを聞いて，
日本の食料の輸入が多いのは，農業や水産業で働
く人が減っていることも関係があるんだなと思っ
た。」「友だちの発表を聞いて，自分の考えと同じ
だったので，やっぱり生産量が減ったからだと思
った。」という発表をすることができた。 
その後，思考活動③では，これまでの思考活動

①→表現活動①→思考活動②→表現活動②を踏ま
え，「なぜ，日本は食料の輸入が多いのだろう」と
いうことについて，自分の考えを書きまとめるよ
うにした。思考活動③において，自分の考えをか
きまとめることで，思考活動①での自分の考えが，
どのように深まったり変わったりしたのかを，子
ども自身が見つめ直すことができると考えたから
である。また，指導者もこの活動を通して，子ど
もたちの考えの深まりや変容があったかをとらえ
ることができると考えた。 
思考活動③では，友だちの考えを聞いて，自分

の考えを見直すことをねらいとしていることから，
次の考え方や話型の文を活用して，自分の考えを
書きまとめるよう指示した。 
 
 
 
 
その結果，子どもたちは，次のように自分の考

えを書きまとめていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・やはり～だと考えた。 
・～だけれど～だと考えた。 
・友だちの考えから～が大切だと考えた。 
・だが，しかし，けれども，さらに 

・ 日本は面積が小さく，働く人も少ないので，とれ

る量も少ない。やはり，日本の食料だけでは少ない。 

・ 日本の食料の輸入が多いのは，農地面積がせまい

ことや外国産の食料が安いからと思っていたけれど，

日本人の食生活が変化したり，農業や水産業の生産

量が減ったりしていることも関係があるということ

がわかった。 

・ 日本の農地面積がせまくて輸入していることはわ

かるけど，輸入した食料をむだにしていることもあ

るので，考え直さないといけないと思った。 
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図 3-12  新聞記事を読み取って
いる様子 

このように，思考・表現活動を繰り返し行うこ
とを通して，子どもたちは，私たちの食生活が食
料の輸入に支えられていることや，日本の農業・
水産業や食料生産が，輸入に頼らざるを得ない様々
な問題があることに気づくことができた。 
次の時間は，輸入に頼っている現在の食料生産

について，問題意識をもって考えられるようにす
るために，輸入が止まった事実が掲載されている
新聞記事を提示し，輸入ができなくなったらどう
なるのかを考える活動をした。 
まず，1973 年にアメリカが大豆の輸出を禁止し

た新聞記事や，2008 年の食糧高騰問題による食料
生産国の輸出規制の新聞記事を提示し，内容を読
み取る活動をする
ことで，日本が，
実際に食料を輸入
できなくなること
があることを理解
できるようにした。
そして，「もし，食
料の輸入ができな
くなったら，どうな
るだろう。」と問いかけ，そのことについて意見を
交流した。子どもたちからは，「おかずやおやつな
どが食べられなくなってしまい，食事の量が減っ
て，最後には食べ物がなくなってしまうと思う。」
「食料の値段が高くなる。」「輸入ができなくなる
と，日本は食料自給率が低いから，いろいろな食
べ物の量が減って，日本の食生活が安定せず，き
びしくなる。」などの意見が出され，それぞれの考
えをノートに書きとめた。 
次に，日本が，食料を輸入できなくなったとき

に備えて，国が「不測時の食料安全保障マニュア
ル」を策定していることや，その内容について紹
介した。さらに，輸入ができなくなったときの国
内生産だけでの食事メニューを提示し，普段，私
たちが食べている食事の内容と比べた。そうする
ことで，食料の輸入は，今の日本にとって非常に
重要な役割を果たしていると同時に，様々な要因
により，食料の輸入ができなくなる事実があると
いうことを理解することができた。 
これらの活動を通して，子どもたちからは，「食

料の輸入ができなくなったら，ごはんもおなかい
っぱい食べられなくなるから，輸入ができなくな
るのは，つらいなあと思いました。」といった声が
聞かれ，食料の輸入が，豊かな食生活を支えてい
ることを実感していた。 

④「まとめる」過程 
「まとめる」過程では，子どもたちが，この単

元で学習したことをただまとめるだけではなく，
学習したことを基にしながら，これからの日本の
食料生産をどのようにすればよいかということに
ついて，広い視野で考えながら，意見交流ができ
るようにしたいと考えた。 
そのために，前掲図 2-5(p.14)の②の部分にお

いて，思考活動と表現活動を繰り返し行う場を設
定した。図 3-13 は，活動の流れを図で示したもの
である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
思考活動①では，まず，私たちの食生活は，外

国からの食料の輸入に支えられていることや，日
本の農業・水産業や食料生産が，輸入に頼らざる
を得ない様々な問題があることなど，これまでに
学習した内容を振り返った。 
次に，「では，これからの日本の食料生産をど

のようにすればよいだろうか。」と発問した上で，
「日本は，これからも食料を外国からの輸入に頼
るべきでしょうか。それとも国内生産を増やして
自給率を高めるべきでしょうか。」と問いかけ，自
分の考えを明らかにできるようにした。子どもた
ちには，まず，自分がどちらの立場に近いかを決
め，その理由を考えるよう助言した。 
そして，後に，レポートに自分の考えをかきま

とめられるようにするために，自分が考えたこと
をノートにメモをするように指示した。子どもた
ちのノートからは，「外国から来たものは，日本の
ものと比べて値段が安いものが多いので，日本の
ものが売れなくなる。だから，輸入を減らしたり，
食べ物をむだにしたりしないようにすることが大
切だ。」「もっと農業をする人が増えるように，新
しい制度をつくればよい。」などの記述が見られた。 

思考活動① 
学習したことを

振り返り，これから
の日本の食料生産
をどのようにすれば
よいのか考える。 

表現活動① 
学習したことや

自分の考えをレポ
ートにまとめ，表現
し合う。 思考活動② 

友だちの考えと
自分の考えを比べ，
もう一度考える。 

図 3-13 「これからの食料生産とわたしたち」（前掲図 
      2-5〔p.14〕点線②部）での思考活動と表現活動 
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表現活動①では，自分がそのように考えた過程
がわかるようにするために，これまでに学習した
内容を明らかにしながら，「これからの日本の食料
生産をどのようにすればよいのだろう」というこ
とについて，自分の考えをかきまとめるようにし
た。そのために，前掲図 2-6(p.16)や図 3-14 のよ
うに，レポートにかきまとめるための具体例を提
示し，これまでに学習したことを明らかにしなが
ら，自分の考えをかきまとめられるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
具体例には，「なぜ，日本は外国からの食料の

輸入が多いのだろう」という，この単元を貫く学
習問題やそれに対する予想，そして，その学習問
題を解決するために調べる事柄などを示し，これ
までに学習してきたプロセスがわかるようにした。
さらに，自分が調べた事実や友だちの考えから新
たに知ったことなどを，実際の学習で使った付箋
紙を活用して示すようにすることで，自分の考え
を再構成できるようにした。そして，調べた事実
（付箋紙）からどのようなことがいえるか，考え
たことを書きまとめ，最後に，その考えや学習し
た内容を踏ま
えた上で，「こ
れからの日本
の食料生産を
どのようにす
ればよいのだ
ろう」という問
いに対する自
分の考えを書
くようにした。 
そして，表現活動①では，提示した具体例を参

考にしながら，自分の考えをかきまとめた。 
図 3-16 は，児童がまとめたレポートの一つで 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ある。図中の黒枠内は，実際の学習で活用した調
べた事実を書いた付箋紙である。レポートにかき
まとめるための具体例を提示し，学習で使った付
箋紙を活用して，自分の考えを再構成する場を設
定した結果，次のような考えをまとめる姿が見ら
れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その後，「これからの日本の食料生産をどのよ

うにすればよいのだろう」というテーマについて，
自分の考えを表現し合うために“レポート交流会”
を開いた。 
レポート交流会では，まず，これまでの学習を

振り返ることをかねて，輸入がもたらす効果や問
題点について出し合った。輸入がもたらす効果と
しては，「食事のメニューが豊かになる。」「日本だ
けでは足りない分を補える。」「国産のものに比べ
て値段が安い。」などの意見が出された。一方，反
対に問題点としては，「安全性に問題がある。」「輸

 

なぜ，日本は外国からの食料の輸入が多いのだろう。

ぼくは，日本の土地の面積が小さいので，食料を

つくる場所も少なく，作っている量も少ないからだ

と考えた。 

日本の農地面積 

農作物の生産量 

これからの食料生産とわたしたち    社会 太郎 

①学習問題 

②予想 

③調べたこと 

④自分が調べた内容 

わたしは，日ごろ食べている小麦や大豆などのほとんどが，外国で作られていることを知った。また，日

本の食料自給率が４０パーセント足らずで，わたしたちが食べている食料の半分以上を外国からの輸入にた

よっていることを知っておどろいた。そこで，なぜ日本は外国からの食料の輸入が多いのかを調べた。 

農地面積は，１９６０年か

ら少しずつ減ってきている。 

（教科書） 

イギリスや韓国など，土

地の面積が小さい国は，ア

メリカやオーストラリア

などの面積の大きな国と

比べて，輸入が多い。（ジ

ュニア農林白書） 

日本の農地や気

候が，小麦や大豆

をつくるのにあま

り適していない。 

日本は，一人あ

たりの農地面積が

他の国と比べて小

さい。 

平成１９年度の

食料の国内生産額

は，前の年に比べ

て減っている。 

⑤友だちの発表から知ったこと 

⑥考えたこと 

⑦交流をして 

自分の調べたことや友だちの発表から，日本は森林

などが多く，農地面積が小さいので農業生産が少なく，

それをおぎなうために食料を輸入していることが分か

った。 

森林をばっさいして，農地にすると農業生産も増え

ると思ったけど，森林がなくなると環境のためにもよ

くないと思う。だから，輸入にたよるのはしかたない

ことだと思うので，このまま輸入を続けるべきだ。 

 これからどのように

すればよいのか，自分の

考えを書こう。 

図 3-14 レポートにまとめるための具体例 

図 3-15 具体例やノートを基にして， 
    レポートにまとめている様子 

図 3-16 児童がまとめたレポート 

・ 食料を輸入することで，食生活が安定する。でも，

輸入ばかりにたよっていると，日本の農業がつぶれ

る。輸入が止まってしまうこともあるので，これか

らは，農業で働く人をふやして，自給率を高めるべ

きだと思う。 

・ 日本人の食生活が和食から洋食へと変化している

ことや，農業をする人が減っていることなどが原因

で輸入が増えた。輸入すると食べ物の種類は豊富に

なるが，もし，その相手の国が輸出するのをやめる

と日本の食料は不足する。これからは，輸入にたよ

らず，自給率を上げるべきだと思う。 

水色の付箋紙 

ピンク色の付箋紙 
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入ができなくなったときに困る。」「日本のものが
売れなくなって，農家が少なくなる。」「食料自給
率が下がる。」などの意見が出された。 
その後，「食料を外国からの輸入に頼っている

日本は，これからどのようにすればよいだろう。」
と問いかけ，自分の考えを発表する場を設定した。
発表する際には，かきまとめたレポートをプロジ
ェクターで映し，それを基にして発表することで，
学習した内容や自分がそのように考えた理由など
をわかりやすく発表できるようにした。 
ここでは，討論するのではなく，一人一人の考

えを認めながら，子どもたちが，様々な考えに出
会うようにすることで，自分の考えを深めたり広
げたりすることができるようにしたいと考えた。
そのために，指導者は子どもの考えを黒板に整理
してまとめ，後で，子どもたちが，友だちの考え
と自分の考えとを比べることができるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
交流を進める中で，「食べ物に困らないように

するためには，食料の輸入は続けるべきだ。」「豊
富に食べられる分，食べ残しもあるので，日本の
生産で足りない分だけ輸入したほうがよい。」「輸
入を減らして，もう少し自給率を高めるべきだ。」
「農業は高齢化が進んでいるので，今のうちから
若い人が増えるような制度をつくった方がよい。」
などの声が，子どもたちから聞かれた。 
思考活動②では，レポート交流会の最後に，交

流を通して考えたことを，自分のレポートに書き
加えるようにした。レポート交流会で，友だちの
様々な考えを聞くことで，自分の考えがどのよう
に深まったり広がったりしたかを振り返ることを
ねらいとしていることから，次の考え方や話型の
文を活用しながら，自分の考えをレポートに書き
加えるようにした。 
 
 
 
 
 
その結果，子どもたちは，次のように自分の考

えを書き加えていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらの記述からは，子どもたちは，これから

の日本の食料生産をどのようにすればよいかとい
うことについて，複数の事実や方向から考えるこ
とができたのではないかと思われる。 
 

（２）個を見つめて 
本研究では，多面的に考察する力をはぐくむた

めには，以下のような手だてが必要であると考え，
授業実践をした。 
 
 
 
 
 
「これからの食料生産とわたしたち」での実践

を 3人の児童に焦点を当て，これらの児童の姿が
第２章第１節２項で述べている“多面的に考察す
る姿”であったかを，以下の視点で分析する。 
 
 
 
 
 
 

図 3-17 レポート交流会の様子 

・やはり～だと考えた。 

・～だけれど～だと考えた。 

・友だちの考えから～が大切だと考えた。 

・だが，しかし，けれども，さらに 

・ 最初は，自給率を高めればいいと思っていたけれ

ど，交流をして，輸入も続けないと，食べられない

ものが増えるから，日本で作れるものは日本で作り，

作れないものは輸入すればいいと思った。 

・ 輸入を減らして自給率を高めることが大切だと思

ったけれど，交流をして，やっぱり輸入を減らし，

少しでも食料自給率を上げるべきだと思った。これ

からは環境のことや世界の国との関係を考えると，

自分の国で食べるものは，自分の国で作っていくほ

うがいいと思った。 

図 3-18 交流をして考えたことを書き加えたレポート 

・単元の構想を工夫する。 

・思考・表現活動を繰り返し行う場を設定する。 

・複数の事実から考えるために，付箋紙を活用する。 

・考え方や話型，まとめ方などのモデルを提示する。 

・ 付箋紙の数やノートの記述内容から，二つ以上の

事実や方向から考えることができたかを分析する。 

・ 思考・表現活動を繰り返し行う前と後でのノート

の記述内容を比較し，考えの深まりや変容が見られ

たかを分析する。 
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①Ａ児の姿を通して 
「なぜ，日本は食料の輸入が多いのだろう」と

いう学習問題に対して，Ａ児は，既習事項を活か
しながら，「日本は土地がせまいからだと思う。」
「畑が減って作るところがなくなってきたから。」
という予想をした。 
そして，“日本の農地”について調べ，以下の

ように，調べた事実を付箋紙に書いた。（塗りつぶ
しの記述は，実践でのピンク色の付箋紙である。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ児は，日本の農地面積や食料自給率を，イギ

リスやフランスと比べ，それらの調べた事実から
次のような考えをノートに書いていた。 
 
 
複数の事実を比べ，差異点を見つけ出し，そこ

からどのようなことがいえるかを考えていたと思
われる。そして，思考活動と表現活動を繰り返し
行うことを通して，次のような考えをノートに書
いた。 
 
 
 
 
また，「食料を外国からの輸入に頼っている日

本は，これからどのようにすればよいだろう」と
いうことについては，最終的に次のようにレポー
トに書きまとめていた。 
 
 
 
これらの記述からは，思考活動と表現活動を繰

り返し行うことで，これまでの自分の考えにはな
かった視点を取り入れながら考えていたと思われ
る。しかし，「ほかの人たちの意見を聞いて」とい
う記述で終わっていることから，表現活動を通し
て新たに知ったことから，もう一度，じっくりと
考え直すことができていなかったとも考えられる。 

②Ｂ児の姿を通して 
「なぜ，日本は食料の輸入が多いのだろう」と

いう学習問題に対して，Ｂ児は，これまでの農業
の学習を思い出し，「日本は農業をする人が減って
きているから，作る量も減ってきて，輸入にたよ
るしかなくなる。」という予想をした。 
そして，“農業や水産業で働く人の数”につい

て調べ，以下のように，調べた事実を付箋紙に書
いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ児は，農業や水産業で働く人の数の推移や，

年齢別の割合を調べ，調べた事実から次のような
考えをノートに書いていた。 
 
 
働く人の数が，農業でも水産業でも年々減って

きていることや高齢化してきていることなど，農
業と水産業の共通の問題点を見つけ出し，そこか
ら自分の考えを書いたと思われる。そして，思考
活動と表現活動を繰り返し行うことを通して，次
のような考えをノートに書いた。 
 
 
 
 
また，「食料を外国からの輸入に頼っている日

本は，これからどのようにすればよいだろう」と
いうことについては，最終的に次のようにレポー
トに書きまとめていた。 
 
 
 
 
 
 
自分の考えが一つの方向だけではなく，違う方

向や視点からも考えることができたのは，思考・
表現活動を繰り返し行った成果と考えられる。 

 日本の人口1
人あたりの農地
面積を外国と
比べると小さ
い。 

 日本の農地面積
465万ha 

食料自給率 

40％ 

 イギリスの農地
面積1,696万ha 

食料自給率 

70％ 

 フランスの農地
面積2,969万ha 

食料自給率 

122％ 

 1人あたりの農
地面積 
日本3.6a 
イギリス28.4a 
フランス49.6a 

 日本人の職業
の5％だけしか
農業をしていな
いのは，少なす
ぎると思いまし
た。 

日本は農地面積が小さいので，食料を作れる量が少
なく，食料の輸入が多い。 

日本の食料の輸入が多いのは，日本は農地面積が小
さく，働く人も少ないのでとれる量も少ない。つまり，
日本の食料だけでは足りないので，外国からの食料の
輸入が多い。 

わたしは，食料自給率を高めた方がいいと思ってい
たけれど，ほかの人たちの意見を聞いて，輸入を続け
ることも大切だと思いました。 

 

 農業 
1960年1454万人 
1970年1025万人 
1980年 690万人 
1990年 482万人 
2000年 389万人 
2005年 335万人 
 

 年齢割合（農業）
16歳～29歳 6％ 

30歳～59歳25％ 

60歳以上  69％ 

 漁業 
1965年 61万人 
1985年 43万人 
2005年 22万人 
2007年 20万人 

  日本の農地 
  
日本はせまい

が，森林が多く
農地面積が限ら
れている。 

年齢割合（漁業）

15歳～39歳12％ 

40歳～59歳32％ 

60歳以上  40％ 

日本人の食生
活は，昔より
肉・油類が増え
て，米が減って
いる。 

農業や漁業をする人の数が年々減ってきていて，し
かも，若い人が減ってきているから食料の輸入が多い。 

日本の食料の輸入が多いのは，日本人の食生活が昔
より米を食べる量が減って，肉・油類が増えたり，働
く人の数が年々減ってきて，作る量が減ってきたりし
たからである。 

最初は輸入がストップしたときのために，ちょっと
ずつ農家を増やしていき，輸入を少しずつ減らしてい
く方がいいと思っていた。けれど，みんなの話を聞い
て，輸入も続けないと食べられない物が増えるから，
日本で作れるものは日本で作り，作れないものだけを
輸入すればいいと思った。 
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 食べ残し 
食堂・レストラ
ン3.1％ 
宿泊施設13％ 
結婚披ろうえん
22％ 
えん会15.2％ 

 日本では，1
年間で1900万ト
ン（1人あたり
150kg）も捨てら
れている。 

  1日 1人当た
り，ご飯茶碗3
杯分残してい
る。食べ残しは，
食料自給率を低
下させる原因。 

 米・麦・いも・
乳牛・野菜など

の生産量が減っ

ている。 

③Ｃ児の姿を通して 
「なぜ，日本は食料の輸入が多いのだろう」と

いう学習問題に対して，Ｃ児は，既習事項や生活
経験から，「日本は小さな国だから漁をする人も少
ないから作る人が少ない。」「食べ物をむだにして
いるから食料が足りなくなって輸入しないといけ
ない。」という予想をした。 
そして，“農業の生産量”と“食料のむだ”に

ついて調べ，次のような内容を付箋紙に書いた。 
Ｃ児は，日

本でどれくら
いの量の食べ
残しがあるの
かに注目して
調べ，それら
の量を知って
大変驚いてい
た。そして，
調べた事実か
ら次のような考えをノートに書いた。 
 
 
そして，この考えを表現し合い，思考活動と表

現活動を繰り返し行うことを通して，以下のよう
な考えを書いた。 
 
 
友だちの発表を聞いて，「なるほど。」と思った

内容の記述が多く，自分がこだわって調べて考え
た“食べ残し”についての内容と友だちの考えと
を関連させながら，自分の考えを再構成すること
ができなかったと思われる。 
また，「食料を外国からの輸入に頼っている日

本は，これからどのようにすればよいだろう」と
いうことについては，最終的に次のようにレポー
トに書きまとめていた。 
 
 
 
 
 
 
Ｃ児のこれらの記述からは，社会的事象を様々

な事実を基に考えようとしている姿勢がうかがえ
る。しかし，単元を通して，Ｃ児の考えがどのよ
うに変わったのか，その過程がわかるようにする
ための支援が必要だったと考えられる。 

④児童の姿から 
3 人の児童の姿から，本研究で大切にしたい手

だてが有効であったかを考える。 
まず，単元の構想を工夫したことは，子どもた

ちが，多様な意見や考えを出し合えることにつな
がったと考えられる。これは，Ｃ児の記述からも
わかるように，多様な予想や考えの下，自分で調
べたり考えたりしながら学習問題を解決できるよ
うにすることで，後に，様々な考えを出し合いな
がら社会的事象を広い視野で考えることができた
と考える。 
一方で，新たな考えや視点を取り入れようとす

るあまり，自分の考えや，そのように考えた過程
がわからなくなっている姿が見られた。自分の考
えを再構成する際には，単元の終末場面で，もう
一度ノートを振り返ったり，自分の考えと新たな
考えとをじっくりと照らし合わせたりする時間を
設定することが必要だったと考える。 
次に，思考・表現活動を繰り返し行う場を設定

したことは，自分の考えが深まったり変わったり
したことにつながったと考えられる。これは，考
え方や話型を提示したことにもかかわるが，思考・
表現活動を通して，最終的に自分が同じ考えでも，
“やはり”“けれども”などの語を使って自分の考
えを書いていたことからも推測できる。思考活動
で，もう一度自分のフィルターを通して考えてい
た形跡であると考えられる。また，友だちと同じ
意見でも，納得する姿が見られた。これらのこと
からも，思考・表現活動を繰り返し行うことは，
自分の考えを深めたり変容させたりすることに有
効であったと考えられる。 
最後に，調べた事実を付箋紙に書き出したこと

は，複数の事実から考えることにつながったと思
われる。前述の 3人の児童だけではなく，どの児
童も，二枚以上の付箋紙をノートに貼っていた。
同じ内容でも，違う資料で確かめるようにするこ
とで，より正確に客観的に考えることができる。
このことは，多面的に考察したり公正に判断した
りすることにつながるはずである。また，付箋紙
に書き出した事実をそのまま発表した児童は一人
もいなかった。付箋紙に書き出すことで，調べた
事実と自分の考えとを明確に分けることができた
からだと考えられる。 
今後，考えをより深めたり広げたりするために

は，付箋紙を操作したり，矢印やタイトルなどを
つけたりする活動をさらに充実させた上で，調べ
た事実から考えるようにすることが必要である。 

日本は食料をむだにしていることが多いので，食料
自給率が低下して，輸入をしないといけなくなる。 

つまり，日本の食料の輸入が多いのは，米や麦の生
産量が減っているからである。 

考えたことは，やっぱり食料自給率を上げた方がい
いということです。これからは，輸入ばかりにたよら
ず，電化製品を作るのを少し少なくして，自給率を上
げた方がいいと思いました。 
あと，学習問題は同じなのに，いろいろな予想が出

てきたので，少しおどろきました。 
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第２節 「わたしたちたちの生活と情報」 
 
（１）単元全体を通して 
前述した実践例と同様に，まず，授業実践を行

うに当たって，単元を通じて，子どもたちが自ら
問題を解決し，その中で子どもたちから多様な意
見や考えが出し合えるようにしたいと考え，単元
の構想を工夫した。 
そこで，学習指導要領から，「わたしたちの生

活と情報」の単元で，学習する内容，調べる事柄
とその調べ方，考えさせたい内容を抜き出し，表
3-1 のようにまとめた。 
この表の中で大切にしたいことは，子どもたち

が調べたことを基にして，表中の④に示している
ように「情報化の進展は国民の生活に大きな影響

を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切で
あることを考える」ことである。 
この学習では，マスメディアの働きや，それを

通して送り出された情報が国民生活に大きな影響
を及ぼしていることを調べたり，コンピュータを
実際に使ってインターネットで情報を収集・発信
する活動をしたりすることで，我が国の情報産業
や情報化した社会の様子について考えることをめ
ざしている。 
したがって，単元の学習では，子どもたちが自

分の問題にそって調べた事実から，我が国の放送
や新聞などの産業の役割や，情報化した社会の様
子と国民生活のかかわりについて考えることがで
きるように，授業の展開を工夫する必要があると
考えた。

表 3-1 「わたしたちの生活と情報」の単元での学習内容（小学校学習指導要領解説社会編より抜粋）(61) 

内容 

(4)  我が国の情報産業や情報化した社会の様子について，次のことを調査したり資料を活用したりして調べ，情報化
の進展は国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であることを考えるようにする。 

ア 放送，新聞などの産業と国民生活とのかかわり 

「放送，新聞などの産業と国民生活とのかかわり」 

・ 近年の情報化の進展に伴い，我が国ではテレビやラジオ，新聞，電話，コンピュータなどの様々な情報手段が普及
していること。 

・ 人々は放送や新聞などの産業が発信する情報を日常の生活や産業活動の多方面で活用し，様々な影響を受けている
こと。 

・ 放送，新聞などの産業と国民生活とのかかわりを具体的に調べる。 

・ マスメディアの働きや，それを通して送り出された情報が国民生活に大きな影響を及ぼしていることを調べる活動 
・ 情報を発信する側に求められる役割や責任の大きさ，情報を受け取る側の正しい判断の必要性などについて考えを
まとめる活動 

・ 情報化の進展は国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であることを考える。 

イ 情報化した社会の様子と国民生活とのかかわり 

「情報化した社会の様子と国民生活とのかかわり」 

・ 情報ネットワークを有効に活用して公共サービスの向上に努めている教育，福祉，医療，防災などの事例のいずれ
かを取り上げる。 

・ 多種多様な情報を必要に応じて瞬時に受信したり発信したりすることができる情報ネットワークの働きが公共サー
ビスの向上のために利用され，国民生活に様々な影響を及ぼしていることを具体的に調べる。 

・  公共サービスにかかわる仕事に従事している人から話を聞いたり，パンフレットなどの資料を効果的に活用したり
する活動 

・ コンピュータを実際に使ってインターネットで情報を収集したり発信したりする活動 

・ 情報化の進展は，国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であることを考える。 

・ 放送，新聞などの中から一つを選択して取り上げる。 
・ インターネットを活用して遠隔地の学校と授業を行っている事例 
（福祉や医療などの施設や機関が情報を共有し，地域の人々へのサービスの向上に努めている事例，地震や土砂災害，
犯罪の発生を即時に知らせる取組の事例など，児童やその家族，身近な地域の人々の日常生活との結び付きが見ら
れるもの） 
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そこで，前掲表 3-1(p.27)の④での，理想とす
る子どもの発言や記述を，以下のように想定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そして，それらの内容を，単元終了時の発言や

記述でのめざす子どもの姿とした。つまり，前掲
表 3-1(p.27)からは，①で示している内容を，②
や③で示している活動を通して学習し，④で示し
ている内容を最終的に子どもたちが考えられるよ
うにした。また，単元を構想する際には，②や③
で示しているような活動を取り入れるようにした。 
これらのことを踏まえ，単元の構想をしたもの

が，図 3-19 の単元構想図である。図中の③が，先
に示した，子どもの発言や記述においてめざす姿
である。このような姿をめざすために，図中の①
や②の部分において，重点的に思考活動と表現活
動を繰り返し行う場を設定し，子どもたちが多様
な意見や考えを出し合いながら学習が進められる
ようにした。そして，この単元構想図を基に，次
のような内容で実践を行った。 
 

①「出会う」過程 
まずは，私たちの身の回りにある“情報”が，

どのようなものかをとらえられるようにするため
に，“情報”という言葉を聞いて思い浮かべること
を出し合った。子どもたちからは，「新聞やテレビ
のニュース。」「天気予報。」「パソコンや携帯電話。」
「みんなに何かを教えてくれるもの。」「なくては
ならないもの。」などの声が聞かれ， 私たちが，
様々な方法で情報を得ていることや，情報が私た
ちの生活にとって必要なものであることなどを実
感していた。 
そして，2009 年 10 月 8 日に台風 18 号が近畿地 

方に接近・上陸したとき，どのような方法で台風

・ みんながそれぞれに「速く，正しく，正確にニュー

スを伝える」ことをめざして，多くの人が役割を分担

して仕事をしているから速く伝えることができる。 

・ 受ける側は，正しい情報かどうかを確かめることが

大切だ。 

・ 一つの情報だけでなく，いろいろな方法で情報を集

めて比べてみることが大切だ。 

・ 情報を受ける側の立場になって考えてから，情報を

送らなければならない。 

・ どんな内容でも，人に聞いたり調べて確かめたりし

てから伝えることが大切だ。 

・ 私たちの生活にとって，身の回りにある情報はとて

も便利だ。 

・ 自分にとって必要な情報を選び，うまく活用してい

かなければならない。 

 

・新聞の天気欄から情報を得た。 
・家の人はインターネットを見ていた。 
・テレビのニュースをずっと見ていた。 

私たちは先日の台風 18 号の情報を，どのようにして手に入れたのだろう。 

テレビのニュースで情報を手に入れている人が多い。 

なぜ，テレビのニュースから情報を得るのだろう。 

・テレビを見ながら他のことができるから。 
・いろいろなチャンネルがあって選ぶことができるから。 
・字幕が流れるからわかりやすい。 
・台風の動きや警報の様子が速くわかるから。 

テレビのニュースは速く情報を得ることができるようだ。 

なぜ，テレビのニュースは情報を速く伝えることができるのだろう。

どのように取材
をしているのかを
調べよう。 

ニュース番組の
仕事の内容や役
割を調べよう。 

伝える内容やキャ
スターが読む原稿
について調べよう。 

どのように映像
を送っているのか
調べよう。 

カメラマンやキ
ャスターが現地に
行って，いろいろ
な人から話を聞い
たり取材したりして
いる。 

編集をする人や
放送の調整をする
人など，テレビに
映る人たちの他に
たくさんの人がか
かわっている。 

時間と内容な
ど書かれた放送
予定表にそって
秒単位で放送さ
れている。 

人工衛星やそ
れぞれの地域の
放送局がつなが
り合っているから
速 く映 像が 送 ら
れる。 

現地で取材をし
て，そこから情報
を送っているから
ではないかな。

多くの人がかか
わっていて，役割
を分担しているか
らだと思う。

時間が決められ
ていて，必要なこ
とだけを伝えるよう
にしているから。 

話だけではな
く，映像でも伝え
ることができるか
らだと思う。

みんながそれぞれに「速く，正しく，正確にニュースを伝える」ことをめざし
て，多くの人が役割を分担して仕事をしているから速く伝えることができる。

テレビのニュースは，映像といっしょにわかりやすく情報を得ることができる。 

ほかの情報源（メディア）はどうなのだろうか。 

様々な情報源（メディア）の良い点や問題点について考えよう。

・新聞はその記事について詳しく知ることができる。 
・インターネットも，速く情報を得ることができる。 
・ラジオは持ち運びができて，どこでも情報を手に入れることができる。

 

ページごとに内
容が決められてい
て，その日にあっ
た出来事を毎日く
わしく知ることがで
きる。どこでも読む
ことができる。 

コンピュータで
つながっ ている
ので，いつでも多
くの情報を手に
入れることができ
る。買い物やチケ
ットの予約なども
できる。 

ラジオもテレビと
同じように番組が
あって，朝から夜
ま で 放 送 し て い
る。テレビやコンピ
ュータに比べて持
ち運びが便利。 

映像といっしょ
にわかりやすく情
報を得ることがで
きる。世界の様子
も映像で送られて
くるので世界の出
来事もよくわかる。

新聞 コンピュータ 
（インターネット） ラジオ テレビ 

 すぐに情報を得
たいときには時間
がかかる。新聞社に
よって見出しが違
ったり，意見や考え
が書かれたりして
いるので，どれが正
しいのかがわから
なくなる。 

 インターネット
は情 報が多い の
で，どれを選べば
よいのか困るとき
がある。個人情報
がもれたりシステ
ムが止まったりす
ると混乱すること
がある。 

 音声だけしか
伝わらないので，
想像し な がら注
意深く聞かないと
いけない。 必要
な情報をすぐに
得ることはむずか
しい。 

 さ か ん な 取 材
や 報道 が行 わ れ
ることがあるので，
そ の 人 が い や な
思いをすることが
ある。取材や報道
によっては， 良く
ないイメージをも
つことがある。

 最後まで聞き
取れるように，わ
かりやすく伝えら
れるようにしよう。 

 見出しや内容
を工夫して考え
たことを記事にま
とめよう。 

 調べて考えた
ことをインターネ
ットの掲示板に書
き込もう。 

 見ても聞いても
わかるように，正し
く，速く，わかるよ
うに伝えよう。 

様々な情報源（メディア）の良い点や問題点について考えたことを発表しよう。 

発表したことを基にして，情報を送る側と受ける側で，どのような
ことが大切なのかを考えよう。

・情報を受ける側の立場になって考えることが大切だ。 
・どんな内容でも，人に聞いたり調べて確かめたりしてから伝えることが大切だ。 
・受ける側は，正しい情報かどうかを確かめることが大切だ。 
・一つの情報だけでなく，いろいろな方法で情報を集めて比べてみることが大切だ。

私たちの生活にとって，身の回りにある情報はとても便利だ。 

上手に使っていかなければならない。 
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図 3-19 小学校第５学年『わたしたちの生活と情報』
単元構想図 
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に関する情報を得ていたのかを思い出すようにし
た。この活動を通して，普段私たちが，社会の出
来事に関する情報を，どのような方法で得ること
が多いのかを気づくことができるようにしたいと
考えた。その結果，ほとんどの子どもたちが，台
風に関する情報をテレビのニュースから得ており，
テレビのニュースから情報を得る理由として，「速
報があって，速く伝えてくれるから。」「映像があ
って動きがわかるから。」「見たり聞いたり両方で
きて，わかりやすいから。」などの声があがった。
意見交流を通して，子どもたちは，「テレビのニュ
ースは速く情報を得ることができる。」という思い
をもった。 
次の時間には，「テレビのニュースは速く情報

を伝えることができる。」という思いを確かにする
ために，台風 18 号に関するニュース番組を視聴し
た。そして，時刻ごとに各地から情報を伝えてい
る様子を見ることで，刻々と変わる現地の様子を
知ることができ，どのようにして速く情報を伝え
ているのかを考えるきっかけにしたいと考えた。 
実際の授業では，午前 11 時 30 分と正午の，同

じ地点から台風の様子を伝えているニュースを視
聴して比較し，どこがどのように変わっているか
を見つけるように指示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもたちは，映像を見たりアナウンスを聞い

たりしながら，「台風の範囲を示す黄色い円が，北
に移動した。」「次の進路を予想する赤い点が出て
いる。」「アナウンサーが，雨や風が激しくなって
きたと伝えている。」といったことに気づいていた。 
そして，指導者は，「なぜ，わずか 30 分で，さ

っきと違う情報を送ることができるのだろう。」と
問いかけ，テレビ局で働く人たちが情報を速く伝
えるために，どのような仕事をしているのかを考
えられるようにした。その結果，子どもたちは，
「風の強さを測れる機械で調べて，放送している。」
「台風の情報を，日本に来る前から調べているの
ではないか。」「支局の人が映像をとっていて，テ
レビ局に送っている。」などの意見を発表していた。 

②「つかむ」過程 
「つかむ」過程では，これまでの学習を活かし，

放送局で働く人々の工夫・努力や，放送局の果た
す役割について追究するための学習問題を以下の
ように設定した。 
 
 
 
はじめに，この学習問題に対して，予想をする

ように指示した。予想する際には，根拠をもって
考えることができるようにするために，前時に学
習したことや，これまでに自分が見たテレビ番組
やニュース番組などを想起し，それらとつなげて
考えるよう働きかけた。子どもたちは，テレビの
ニュースで見た中継の様子や，テレビ番組で様々
な仕事をしている人がいることなどを思い出しな
がら予想をし，ノートにまとめていた。 
続いて，自分の予想を発表し合う場を設定した。

これは，自分の考えを表現することで，今までに
自分が気づかなかった新たな視点に気づき，多様
な予想の下に広い視野から追究活動ができるよう
にしたいと考えたからである。自分の予想を発表
し合い，友だちの考えを聞くことで，これまでに，
「テレビ局の人が現場に行って取材をしているか
ら。」と考えていた児童は，「取材した情報を送る
ことも大切なんだ。」ということに気づき，「多分，
パソコンなどの機械を使って送っているかもしれ
ない。」と，考えをノートに書く姿が見られた。 
以下に示すのは，予想として子どもたちが書き

まとめたものの一部である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-20 台風の様子を伝えるニュースを視聴している様子 

なぜ，テレビのニュースは情報を速く伝える

ことができるのだろう 

・ 気象予報士が，人工衛星で今の状況，次の状況を

キャッチしてテレビ局に伝えているからではないか。 

・ 新しい情報を取るために，テレビ局の人たちを手

分けして，現場に行く人や，知らせを待つようにし

ている。 

・ すばやく情報を得たいために，機械を使ったり人

と人とが協力したりしているからだと思う。 

・ 全国それぞれに放送局をおいていて，そこの場所

の様子をメールみたいに放送局にささっと送って，

放送するんだと思う。 

・ テレビ局が，とった映像をまとめて電波で送り，

その電波を家のアンテナが受信して，情報が送られ

るしくみになっている。 

・ 何人かのアナウンサーが現場にいて，そこから様

子を伝えているからだと思う。 

・ 伝えるばかりではなく，アナウンスの内容を考え

ている人もいるのではないか。 
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そして，それらの予想を確かめるためには，ど
のような内容を調べたらよいのかがわかるように
するために，学級全体で調べる事柄を整理し，明
確に示すようにした。指導者は前もって児童のノ
ートから予想を把握しておき，学習問題を解決す
るために調べる事柄をキーワードにした。 
そして，子どもたちの予想を基に，学級全体で

“テレビ局で働く人や役割”“取材の仕方や様子”
“情報や映像を送る方法”などのキーワードを黒
板に提示し，子どもたちが学習問題を解決するた
めには，どのような事柄を調べたらよいのかがわ
かるようにした。 
その後，指導者は，これらの事柄について調べ

るには，どうすればよいか問いかけた。すると子
どもたちからは，「テレビ局を見学すればわかるか
もしれない。」「資料集やテレビ局のパンフレット
を見れば，何かわかるかもしれない。」などの声が
あがった。そこで，テレビ局を見学したり，教科
書・資料集・パンフレットなどの図書資料やイン
ターネットを使ったりして調べることを，次時の
活動として位置づけることにした。 
 
③「調べる」過程 
まず，テレビ局で働く人の役割や，ニュース番

組がどのようにして放送されているかについて知
るために，テレビ局を見学した。 
見学する際には，限られた時間で必要な情報を

より多く取り出すことが大切であると考えた。そ
こで，見学の事前学習として，昨年度の研究で開
発した「学習ハンドブック」(62)の中から，図 3-22
に示す“見学する視点”を活用しながら，どのよ
うなことに注目して見学をすればよいのかを具体
的に理解できるようにした。そして，取り出した
情報を基に，知っていることと比べたりつなげた
りしながら見学できるようにしたいと考えた。 
また，図 3-23 に示す“インタビューの仕方の

具体例”を活用し，質問をする方法やメモのとり
方などがわかるようにした。 
実際の見学では，テレビ局で働く人から話を聞

いたりスタジオ
の中を見学した
りすることで，
ニュース番組が
どのようにして
作られているか
を知ることがで
きた。 

 
 

①見よう 

 

・どんな感じがするかな？ 

 

・何が見えるかな？ 

 

・どんな音が聞こえるかな？ 

 

・どんなにおいがするかな？ 

 

思ったことや感じたこと
を書いてみよう。 

②注目しよう 

 

はたらく人のようす もの 

・人数       ・機械 

・服そう      ・道具 

・仕事       ・何のために 

・表じょう      あるのかな？ 

・くろうやくふうが    

 わかるかな？ 

 

たくさん見つけて 
書いてみよう。 

③くらべよう 

 

・自分の知っていることとくらべて 

みよう。 

（いつも見ている番組と同じで～だ。

わたしが見ている番組とちがって～

だった。） 

 

・友だちが見つけたこととくらべて 

みよう。 

 

 
自分が知っていることと 
くらべて書いてみよう。 
 
 
 
 
友だちと同じところや，
ちがうところを見つけて
みよう。 

④つなげよう 

・つなげて考えてみよう。 

 

・予想してみよう。 

（～なのは，たぶん～だから。 など） 

自分の知っていることや 
友だちの考えとつなげて 
みよう。 

 
 

見学するとき，ここに注目！ 

 
インタビューをして聞いてみよう 

・ おいそがしいところすみません。 

・ ○○○小学校の○年生です。 

・ 社会科で○○について勉強しています。 

・ お話を聞かせていただけますか。             

 [れい] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ありがとうございました。 

 

インタビューすること 

 

 

 

・どんなことに気をつけて仕事をされていますか。 

 

 

 

 

 

 

・情報を速く伝えるために，工夫していることは何ですか。 

 

 

 

 

 

・どのようにして映像を送っているのですか。 

 

聞いたことは，

かならずメモを

しましょう。 

図 3-22 見学する視点 

図 3-23 インタビューの仕方の具体例 図 3-21 見学をしている様子 
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子どもたちの見学でのワークシートの記述を見
ると，見学を通して以下のような事実を得ていた
ことがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そして，見学だけでは十分にわからなかったこ

とや，さらに知りたいことなどを，教科書・資料
集・パンフレットなどの図書資料，インターネッ
トなどを活用したり，ニュースの取材の仕方や様
子をまとめたビデオを視聴したりして調べるよう
にした。 
 
 
 
 
 
 
 
ここでは，子どもたちが調べたことを，単に書

き写すだけではなく，「なぜ，テレビのニュースは
情報を速く伝えることができるのだろう」という
ことについて，調べた事実を基にして考えること
が大切であると考えた。 
そこで，前掲図 3-19(p.28)の単元構想図①の部

分において，思考活動と表現活動を繰り返し行う
場を設定した。図 3-25 は，活動の流れを図に示し
たものである。 
思考活動①では，「なぜ，テレビのニュースは

情報を速く伝えることができるのだろう」という
ことについて，自分が調べたことから，どのよう
なことがいえるかを考えられるようにするために，
調べた事実を水色の付箋紙に書き出すようにした。
そして，付箋紙に書いた内容を比べて，同じ内容
のもの同士を集めたり，違う内容のものを他の場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所に移動させたりすることで，自分が調べた事実
の共通点や差異点を，視覚的にわかるようにした。 
さらに今回は，一回目の実践での課題を踏まえ，

集めた付箋紙にタイトルをつけるように指示した。
それは，調べた事実からどのようなことがいえる
かを考える際に，そのタイトルを手がかりとする
ことで，調べた事実から，自分の考えを書くこと
ができるようにするためである。 
図 3-26 は，集めた付箋紙にタイトルをつけた

児童のノートの一例である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この児童は，どのように映像を作ったり送った

りしているのかについて調べ，調べた事実を書い
た付箋紙を同じ内容のもので集め，“衛星放送”
“中継現場”のタイトルをつけた。はじめは，調
べた事実を書き出した付箋紙をノートに貼ってい
るだけであったが，タイトルをつけるために，付

・ スタジオの中には震度計があり，番組中に地震が

起きたとき，すぐに伝えられるようにしている。 

・ スタジオの中には時計がたくさんあり，決まった

時間内にすべての内容を伝えるようにしている。 

・ その日の出来事を，その日のうちに放送して伝え

るようにしている。 

・ テレビの向こう側の人が，何を知りたいのかを考

えて番組を作っている。 

・ 一人で原稿を書くと間違えることがあるので，何

人かで原稿を書いて，みんなでチェックしている。 

・ ディレクターやデスク以外にも，いろいろな役割

がある。 

・ 一つの番組を作るのに，50人，多いときには，100

人の人がかかわっている。 

・ 一人一人に役割があって，責任がある。 

図3-24 インターネットや図書資料を活用して調べてい
る様子 

思考活動① 
調べたことから，

どのようなことがい
えるかを考える。 

表現活動① 
考えたことを表

現し合う。 
思考活動② 
友だちの考えと

自分の考えを比べ，
もう一度考える。 表現活動② 

考えたことを表
現し合う。 思考活動③ 

自分の考えをま
とめる。 

図3-25 「わたしたちの生活と情報」（前掲図3-19〔p.28〕
点線①部）での思考活動と表現活動 

どのように
映像を作って
いるのか，送っ
ているのかを
調べる。 

衛星放送 

中継現場 

図 3-26 同じ内容の付箋紙を集め，それらにタイトルを
つけたノートの一例 
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箋紙の内容を振り返って整理しているうちに，新
たなつながりに気づくことができたようである。
その後，気づいたことを，新たな付箋紙にイラス
トに表して書いていた。このように，集めた付箋
紙にタイトルをつける活動をすることで，調べた
事実のまとまりやつながりを，より明確にするこ
とができたと考えられる。 
次に，前掲表 2-2(p.15)の“考え方とその話型”

の中から，下の文を使い，整理した付箋紙から，
どのようなことがいえるかを考えるようにした。 
 
 
 
 
前掲図 3-26(p.31)のノートを書いた児童は，付

箋紙につけたタイトルをキーワードにしながら，
「テレビのニュースが情報を速く伝えることがで
きるのは，中継現場から電波で情報を送り，衛星
放送や地上波放送で家庭に情報を伝えているから
だと考える。」とノートに書いた。他の児童も，「世
界各国の放送局とニュースを交換したり，24 時間
とぎれることなく世界中から情報を集めたりして
いるからだと考える。」「世界や日本の各地でテレ
ビ局の人が働いていて，情報を衛星や地上波で送
っているからだと考える。」などのように，ノート
に書きまとめていた。 
そして，一回目の実践と同様に，「なぜ，テレ

ビのニュースは情報を速く伝えることができるの
だろう」ということについて，さらに広い視野か
ら考えられるようにするために，自分とは違った
多様な考えに出会えるようにしたいと考えた。 
そこで，表現活動①では，「なぜ，テレビのニ

ュースは情報を速く伝えることができるのだろう」
ということについて，自分の考えを，ノートを基
にして発表する活動をした。そこでは，「テレビの
ニュースが情報を速く伝えることができるのは，
～だからである。」というように，学級全体の学習
問題と前述の話型とを一緒に話すようにした。そ
うすることで，一回目の実践の成果であったよう
に，話し合いの視点がぶれず，その内容に対して
自分の考えを深めたり広げたりすることができる
と考えたからである。 
また，子どもたちが自分の考えを発表する際に

は，テレビのニュースが情報を速く伝えることが
できる仕組みを視覚的にとらえられるようにする
ために，指導者は子どもたちの発表を，板書を使
ってまとめるようにした。 

図 3-27 は，児童の発表をまとめた板書の一部
である。“テレビ局で働く人や役割”“取材の仕方
や様子”など，一人一人が調べた事実を基にして
考えたことを，矢印やイラストを用いてまとめ，
全体の意見が視覚を通して把握できるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このように板書でまとめることで，これまで取

材について調べていた児童は，どのようにして情
報が送られるのかを知ることができ，情報の送り
方について調べていた児童は，テレビ局でどのよ
うな人が，どのような役割で仕事をしているかと
いうことについて知ることができた。 
思考活動②では，自分とは違った考えを取り入

れて考えることができるようにするために，友だ
ちの考えを聞いて，「なるほど。」と思ったことや，
これまでに知らなかったことなどをピンク色の付
箋紙に書くようにした。異なる色の付箋紙に，友
だちの考えを書くようにすることで，自分とは違
う考えを視覚的にとらえることができるようにす
るためである。そのことにより，「なぜ，テレビの
ニュースは情報を速く伝えることができるのだろ
う」ということについて，今までになかった考え
や違う視点などを自分の中に取り込みながら，さ
らに広い視野で考えることができるようにしたい
と考えた。さらに，ピンク色の付箋紙に書いた内
容と自分の考えを比べたりつなげたりしながら，
もう一度自分の考えを再構成できるようにしたい
と考えた。 
前掲図 3-26(p.31)のノートを書いた児童は，ピ

ンク色の付箋紙に，「たくさんの人が何百人も働い
ている。」「多くの人が，時間までに放送できるよ
うにしている。」「深夜でも情報を集めている。」と
書いていた。そして，自分の考えとピンク色の付
箋紙に書いたこれらの内容から，最終的に「テレ
ビのニュースが情報を速く伝えることができるの
は，何百人もの人が役割をもって働いていて，み
んなが時間までに放送できるようにして，情報を
（ニュース）を電波で送っているから。」と考えを

・つまり～である。 
・つまり～だと考える。 
・つまり～がいえる。 
・したがって～だと考える。 

図 3-27 児童の発表をまとめた板書の一部 
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まとめていた。 
表現活動②では，ピンク色の付箋紙に書いた内

容と，自分の考えを比べたりつなげたりしながら
自分の考えを再構成し，発表するようにした。そ
の際にも，表現活動①と同様に，ノートに書いた
自分の考えを基にして発表するように指示した。 
また，ここでは，表現活動①を通して，自分の

考えがどのように深まったり変わったりしたかを
実感することができるようにするために，自分の
考えを発表する際には，「交流をして～だと思っ
た。」「友だちの考えを聞いて～だと考えた。」とい
う話型を使って，発表するようにした。その結果，
「わたしは，たくさんの人が働いているというこ
としか知らなかったです。けれど，友だちの発表
を聞いて，深夜でも情報を集めていることがわか
りました。一人では速くできないから，役割を分
担していることもわかりました。だから，何百人
もの人が働いて 
いて，深夜でも 
情報を集めてい 
て，さらに，伝 
送機などで電波 
を使って送って 
いるから速く情 
報を伝えること 
ができる。」と 
いう発表をする姿が見られた。 
思考活動③では，「なぜ，テレビのニュースは

情報を速く伝えることができるのだろう」という
ことについて，自分の考えを書きまとめる活動を
位置づけた。思考活動③において，自分の考えを
書きまとめるようにすることで，これまでの学習
を振り返ったり，我が国の放送産業の役割につい
て，さらに理解を深めたりすることができるので
はないかと考えた。 
そのために，思考活動③では，前掲表 2-2(p.15)

の“考え方とその話型”の中から，次のような考
え方や話型の文を子どもたちに提示して，自分の
考えを書きまとめるように指示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

以下に示すのは，子どもたちがノートに書きま
とめたものの一部である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらの記述を見ると，情報を伝える側は，情

報を受け取る側の願いや思いにこたえるために
様々な工夫や努力をしていることに気づいている
様子がうかがえる。また，情報を受け取る側は，
伝えられた情報を多方面で利用していることなど，
情報を伝える側と受け取る側の双方向から，テレ
ビのニュースから伝えられる情報についてとらえ
ることができていたと考えられる。 
さらに，次の時間からは，テレビだけではなく，

私たちが情報を受け取っているほかのメディアに
ついても詳しく調べるようにした。 
そのために，まず，テレビのニュースについて

学習したことを振り返った。子どもたちからは，
「テレビのニュースは，映像と一緒に速くわかり
やすい情報を得ることができる。」といった声があ
がった。そこで，指導者は，「では，他のメディア
はどうなのだろう。」と問いかけ，新聞やラジオや
インターネットなど，それぞれのメディアの特徴
について考えるようにした。子どもたちからは，

図 3-28 ノートを基に自分の考えを 
発表している様子 

 

・工夫をしている。 
・努力をしている。 
・～に役立っている。 
・～にとって重要である。 
・～が大切だと考える。 
・友だちの考えから～だと思った。 
・だが   
・しかし  
・けれども  
・さらに 

図 3-29 考えを書きまとめる際に提示した資料 

・ 送る側の人は，家庭に電波がとどくまで，こんな

にもたくさんのことをいっきにひとまとめにするな

んて，すごくたくさんの努力をしているし，たくさ

んの工夫をしているんだなと思った。情報を受け取

る側は，送る側の努力や工夫で，聞きやすく役に立

つ情報を得ることができると思った。 

・ 放送局の人は，少しでも視聴者の人がわかりやす

いように努力しているんだなと思いました。それは，

最後まで取材したりしっかりと編集したりしている

からです。やることがいっぱいで大変だと思うけど，

放送局がなかったらとても困るので，がんばってほ

しいです。 

・ ぼくは，この勉強をして，改めてニュースは大切

だなと思いました。理由は，自分が何気なく見てい

るニュースも，取材や放送などの苦労があって，見

ることができるんだなと思ったからです。これから

もニュースを大切に見ていきたいです。 

・ 放送局の人たちは，まとめてみたりわかりやすく

説明をしたりする努力をしているので，視聴者もわ

かりやすいんだなあと思った。それと，放送局の人

たちが，視聴者の欲しい話題をもってくるから興味

がもてるんだと思いました。 

・ テレビのニュースは，わたしたちの生活の中でと

ても役立っていると思う。けれども，それはわたし

たちが思っている以上に大変で，時間をかけている

ことが今回の勉強ですごくよくわかった。 
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「新聞は，一度にたくさんの情報を得ることがで
きる。」「ラジオは何かをしながら聞くことができ
る。」「インターネットは，自分から情報を得るこ
とができる。」などの発表があり，生活経験を基に
して考える姿が見られた。 
次に，指導者は，「それらのことを確かめるた

めに，他のメディアの特徴について詳しく調べて
いこう。」と呼びかけ，以下の課題を提示した。 
 
 
そして，様々なメディアの良い点や問題点につ

いて，自ら考えられるようにするために，様々な
メディアから情報を得る体験をする機会を設定し
た。ここでは，子どもたちの声を基にしながら，
“新聞”“ラジオ”“インターネット”“本”“ちら
し”“テレビ”を取り上げた。また，子どもたちが
体験したことから，思ったことや気づいたことを
付箋紙に書き出す活動を取り入れた。 
良い点は水色の付箋紙に，問題点は黄色の付箋

紙に，そのほかに気づいたことは白色の付箋紙に
書き出すようにした。さらに，自分が選んだメデ
ィアの良い点や問題点をほかのメディアと比べて
考えることができるようにするために，前掲表
2-2(p.15)の“考え方とその話型”の中から，「比
べて」「違う点は～である。」「～によって違いがあ
る。」「同じ点は～である。」という考える際の視点
を活用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実際にメディアから情報を得る体験をすること

で，「新聞は，ラジオやテレビと違って，何度もじ
っくり読み直すことができる。」「インターネット
は，欲しい情報をたくさん得ることができる。」「ち
らしは，ひと目でわかるように書かれている。」「本
は一つの事柄について，詳しく書かれている。」な
ど，良い点や問題点について気づいたことを付箋
紙に書き出すことができた。 

④「まとめる」過程 
「まとめる」過程では，子どもたちが，学習し

たことを基にしながら，我が国の放送や新聞など
の産業の役割や，情報化した社会の様子と国民生
活のかかわりについて，広い視野から考えられる
ようにしたいと考えた。 
特に，終末場面では，情報を送ったり受け取っ

たりする際には，どのようなことが大切かを考え
る活動を通して，自分に必要な価値ある情報を見
分け，活用することが大切であることに気づくこ
とができるようにしたいと考えた。そこで，前掲
図 3-19(p.28)の②の部分に示すように，思考活動
と表現活動を繰り返し行う場を設定した。図 3-31
は，活動の流れを図に示したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
思考活動①では，書き出した付箋紙を整理する

ことで，自分が選んだメディアの良い点や問題点
について考えることが
できるようにした。子
どもたちは，付箋紙に
書いた内容を比べて，
同じ内容のものを集め
たり，違う内容のもの
を他の場所に移動させ
たりしながら付箋紙を 
ノート上で並べかえる 
ことで，気づいたことを整理することができた。 

様々なメディアの良い点や問題点について考
えよう 

図 3-30 様々なメディアから情報を得ている様子 

図3-31 「わたしたちの生活と情報」（前掲図3-19〔p.28〕
点線②部）での思考活動と表現活動 

思考活動① 
自分が選んだメ

ディアの良い点や
問題点について考
える。 表現活動① 

考えたことを，自
分が選んだメディ
アを使ってまとめ
る，表現する。 思考活動② 

表現し合ったこ
とから，情報を受け
取る側と送る側で，
どのようなことが大
切か考える。 

表現活動② 
考えたことを表

現し合う。 

思考活動③ 
わたしたちの生活

と情報のかかわりに
ついて，自分の考え
をまとめる。 

図 3-32 付箋紙を整理して 
いる様子 
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表現活動①では，自分が選んだメディアの良い
点や問題点について考えたことを，自分が選んだ
メディアを使ってまとめるようにした。例えば，
新聞を選んだ児童は，新聞にまとめて表現したり，
ラジオを選んだ児童は，ラジオ原稿にまとめて，
実際のラジオのように音声だけで表現したりした。
こうすることで，それぞれのメディアで情報を伝
える際には，どのようなことを大切にしなければ
ならないのかを，情報を伝える側として考えるこ
とができるのである。 
そこで，子どもたちが，自分の選んだ方法で，

自らまとめることができるようにするために，図
3-33 に示しているまとめ方の具体例を提示した。
具体例には，それぞれのメディアの特徴を活かし
てまとめることができるようにするために，まと
めるときのポイントを示した。そして，付箋紙に
書いた内容を，具体例に示されたこれらのポイン

トに沿って，自らまとめられるようにした。 
子どもたちにこれらの具体例をプリントに印刷

して手渡すと，すぐにまとめはじめ，付箋紙に書
いた内容を振り返ることができた。これは，まと
め方の具体例を提示することで，子どもたちが，
どのようにまとめたらよいのか見通しをもつこと
ができ，主体的に活動することにつながったので
はないかと考えられる。 
自分が選んだ方法でまとめた後は，まとめたこ

とを表現し合う活動の場を設定した。新聞や本や
ちらしは，人数分印刷して配付し，それらを実際
に読んで，それぞれのメディアの良い点や問題点
を読み取ることができるようにした。インターネ
ットは，書き込んだ掲示板をテレビやプロジェク
ターで映し出し，学級全体で見ることができるよ
うにした。また，補足がある場合は，それらに加
え，口頭で伝えるようにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

メディア新聞 
○月○日 発行 

５年○組 ○○ ○○ 

 

私
た
ち
の
身
の
回
り
に

は
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ
ジ

オ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
新

聞
で
情
報
を
得
る
と
き
の
、

良
い
点
や
問
題
点
に
つ
い
て

調
べ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
新
聞
で
情
報
を
得

る
と
き
の
良
い
点
は
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
読
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
で
す
。
新

聞
は
折
り
た
た
む
と
、
持
ち

運
び
が
で
き
る
大
き
さ
に
な

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
店

や
駅
で
、
新
聞
を
読
ん
で
い

る
人
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

次
に
、・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 
ま
た
、
新
聞
で
情
報
を
得

る
と
き
の
問
題
点
と
し
て

は
、
最
新
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
に
く
い
と
い
う
点

で
す
。 

 

新
聞
は
、
そ
の
日
そ
の
日

に
発
行
さ
れ
る
の
で
、
時
刻

に
よ
っ
て
は
、
次
の
日
に
情

報
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

 
 
 絵，写真，イラストなど 

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 

○
○
さ
ん
に 

 
 
 
 

き
き
ま
し
た
。 

 

新
聞
か
ら
情
報
を
得
る
と
き
の
良

い
点
や
問
題
点
を
、
○
○
さ
ん
に
も
聞

き
ま
し
た
。 

良
い
点
で
は
、「
・
・
・
」「
・
・
・
」

問
題
点
で
は
、「
・
・
・
」「
・
・
・
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
、・
・
・
な
こ
と
も
考

え
な
が
ら
、
情
報
を
得
る
こ
と
が
大
切

で
す
ね
。 

 

考
え
た
こ
と 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

まとめるときのポイント 

① 記事の量と，書く場所をきめることを「わりつけ」といいます。見出しや絵・写真・グラフ・

表などの大きさ，入れ方も考えて，わりつけをしよう。 

② 内容がひと目でわかるような見出しや，読んでみたくなるような見出しを考えよう。 

③ 自分が調べたことを，絵やイラストなどをつかって，わかりやすくまとめてみよう。 

④ 自分で調べたり，人の話を聞いたりしたことも書いてみよう。 

⑤ まとめられたら，調べたことがわかりやすく伝えられているか，間違いがないかどうかを確か

めよう。 

新聞にまとめて，伝えよう。 

 
コンピュータの掲示板にまとめて，伝えよう。 

インターネット ここが便利！ 

インターネットの良い点は，検索をすると，そのキーワードに合った情報がたくさん出

てくることです。その情報は，写真や動画，地図などもいっしょに見ることができます。

出てきた情報から，自分が知りたい情報を選ぶことができるのです。 

さらに，そこの場所へ行かなくても，インターネットで申し込みや予約もできるのでと

ても便利です。 

インターネットは，わたしたちの生活にとても役立っています。 

インターネット ここに注意！ 

インターネットは便利ですが，注意する点もあります。 

それは，いつの情報かをたしかめることです。検索をして出てくる情報は，いつも新し

いとはかぎりません。日時などがのっていればそれを見て，いつの情報かをたしかめる必

要があります。 

また，インターネットはだれでも情報を出すことができるので，検索をして出てきた情

報が，すべて確かとはかぎりません。自分でしっかりと判断するようにしましょう。 

さらに，動きがおそくなることもあります。特に，動画を見たり，多くの人が使ったり

しているときは，なかなか情報が出てきません。そんなときは，他の方法で調べることも

大切です。 

①  教室のコンピュータの画面の左がわにあるけいじばんをクリックします。 
②  まとめた内容は，教室や学年や学校全体でけいじばんを見ることができます。どれにするかは，先

生と相談してから決めましょう。 
③  新規作成（しんきさくせい・あたらしくつくる）をクリックして，まとめたことをキーボードで打

ちこんでいきます。上の例のように，タイトルとその内容を考えてから打ちこみましょう。 
④  調べたことがわかりやすく伝えられているか，間違いがないかどうかをたしかめよう。 
⑤  たしかめたはいをクリックして完成です。 
⑥  自分でけいじばんを見て，もう一度たしかめましょう。 

まとめるときのポイント 

図 3-33 まとめ方の具体例 

○
○
ニ
ュ
ー
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

今
日
は
、
ラ
ジ
オ
で
情
報
を
得
る
と
き
の
、
良
い
点
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
ラ
ジ
オ
で
情
報
を
得
る
と
き
の
良
い
点
に
つ
い
て
で
す
。 

 

良
い
点
の
一
つ
め
は
、
何
か
を
し
な
が
ら
聞
け
る
こ
と
で
す
。 

 

家
で
は
、
朝
の
し
た
く
を
し
な
が
ら
天
気
予
報
が
聞
け
た
り
、
そ
う
じ
を
し
な
が
ら
交
通
情
報
が
聞 

 

け
た
り
し
ま
す
。 

 

車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
も
、
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
ほ
か
の
こ
と
を
し
な
が
ら
で
も
、
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

 

二
つ
め
は
、
ど
こ
へ
で
も
持
ち
運
べ
る
こ
と
で
す
。 

 

ラ
ジ
オ
の
大
き
さ
は
様
々
で
す
が
、
中
に
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
よ
う
な
小
さ
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

ど
こ
か
へ
出
か
け
る
と
き
に
は
、
携
帯
（
け
い
た
い
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、 

 

と
て
も
便
利
で
す
。
電
波
が
入
れ
ば
、
ど
こ
で
で
も
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

  

反
対
に
、
ラ
ジ
オ
で
情
報
を
得
る
と
き
の
問
題
点
に
つ
い
て
で
す
。 

 

一
つ
め
は
、
得
た
い
情
報
を
、
す
ぐ
に
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
す
。 

 

ラ
ジ
オ
に
は
、
番
組
が
あ
り
、
伝
え
る
内
容
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

で
す
の
で
、
す
ぐ
に
得
た
い
情
報
が
得
ら
れ
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。 

 

新
聞
で
番
組
表
を
見
て
、
番
組
の
内
容
を
た
し
か
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

二
つ
め
は
、
注
意
し
て
聞
か
な
い
と
、
聞
き
の
が
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。 

 

ラ
ジ
オ
は
、
テ
レ
ビ
の
よ
う
に
映
像
は
な
く
、
音
声
だ
け
で
伝
え
ら
れ
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
注
意
深
く
聞
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

  

こ
の
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
で
情
報
を
得
る
と
き
に
は
、
良
い
点
や
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
が
、 

 

良
い
点
や
問
題
点
を
十
分
に
知
っ
た
上
で
、
情
報
を
得
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 

  

以
上
，
○
○
ニ
ュ
ー
ス
を
，
○
○
が
お
伝
え
し
ま
し
た
。 

ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
原
稿 

原
稿
を
つ
く
る
と
き
の

ポ
イ
ン
ト 

① 

聞
い
て
わ
か
り
や
す
い

文
に
す
る
こ
と
を
心
が
け

よ
う
。 

② 

一
つ
の
文
を
、
短
く
し

よ
う
。 

③ 

む
ず
か
し
い
言
葉
は
、

で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
。 

④ 

結
論
や
考
え
は
先
に

言
っ
て
、
理
由
や
つ
け
た

し
を
後
で
言
う
よ
う
に
し

よ
う
。

⑤ 

文
末
を
工
夫
し
よ
う
。

「～
で
す
。
」ば
か
り
が
続

く
と
、
リ
ズ
ム
が
単
調
に

な
り
ま
す
。 

・「～
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
」 

・「
～
し
た
い
も
の
で
す
。
」 

・
「
～
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
」 

な
ど
を
、
上
手
に
使
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。 

⑥ 

完
成
し
た
ら
、
だ
れ
か
に

聞
い
て
も
ら
お
う
。 

⑦ 

調
べ
た
こ
と
が
わ
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
て
い

る
か
、
間
違
い
が
な
い
か

を
確
か
め
よ
う
。 

ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
に
ま
と
め
て
、
伝
え
よ
う
。 

○
○
ニ
ュ
ー
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

今
日
は
、
テ
レ
ビ
で
情
報
を
得
る
と
き
の
、
良
い
点
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
テ
レ
ビ
で
情
報
を
得
る
と
き
の
良
い
点
に
つ
い
て
で
す
。 

 

良
い
点
は
、
映
像
と
い
っ
し
ょ
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
す
。 

 

映
像
①
（
景
色
や
人
の
動
き
を
映
し
た
映
像
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
場
所
や
景
色
、
人
の
動
き
な
ど
が
、
映
像
と
し
て
伝
え
ら
れ
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
そ
の
映
像
を
見
る
こ
と
で
、
短
い
時
間
で
、
多
く
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
得
る
こ
と 

 

が
で
き
ま
す
。 

 

ま
さ
に
、「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

   

次
に
、
テ
レ
ビ
で
情
報
を
得
る
と
き
の
問
題
点
に
つ
い
て
で
す
。 

 

問
題
点
は
、
得
た
い
情
報
を
、
す
ぐ
に
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
す
。 

 

テ
レ
ビ
に
は
、
番
組
が
あ
り
、
伝
え
る
内
容
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

で
す
の
で
、
す
ぐ
に
得
た
い
情
報
が
得
ら
れ
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。 

 

映
像
②
（
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
映
像
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
自
分
が
得
た
い
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
ま
で
、
待
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 
 

効
率
よ
く
情
報
を
得
る
た
め
に
は
、
新
聞
で
番
組
表
を
見
て
、
番
組
の
内
容
を
た
し
か
め
て
お
く
こ 

 

と
が
大
切
で
す
。 

    

し
た
が
っ
て
、
テ
レ
ビ
で
情
報
を
得
る
と
き
に
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
た
う
え
で
、 

 

情
報
を
得
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 

  
以
上
，
○
○
ニ
ュ
ー
ス
を
，
○
○
が
お
伝
え
し
ま
し
た
。 

 

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
原
稿 

原
稿
を
つ
く
る
と
き
の

ポ
イ
ン
ト 

① 

聞
い
て
わ
か
り
や
す
い

文
に
す
る
こ
と
を
心
が

け
よ
う
。

② 

一
つ
の
文
を
、
短
く

し
よ
う
。 

③ 

映
像
の
説
明
を
し
す

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
映
像
を
お
ぎ
な
う

よ
う
な
形
で
説
明
で
き

る
と
い
い
で
す
ね
。 

④ 

結
論
や
考
え
は
先
に

言
っ
て
、
理
由
や
つ
け
た

し
を
後
で
言
う
よ
う
に

し
よ
う
。

⑤ 

文
末
を
工
夫
し
よ
う
。

「
～
で
す
。
」
ば
か
り
が

続
く
と
、
リ
ズ
ム
が
単
調

に
な
り
ま
す
。 

・
「～
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
」

・「～
し
た
い
も
の
で
す
。
」 

・
「
～
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
」 

な
ど
を
、
上
手
に
使
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

⑥ 

完
成
し
た
ら
、
だ
れ
か

に
聞
い
て
も
ら
お
う
。 

⑦ 

調
べ
た
こ
と
が
わ
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
て
い

る
か
、
間
違
い
が
な
い
か

を
確
か
め
よ
う
。 

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
に
ま
と
め
て
、
伝
え
よ
う
。 



 

小学校 社会科教育 36 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分の考えを表現し合う活動を通して，子ども

たちからは，それぞれのメディアの良い点として，
「ラジオは持ち運びができて，何かをしながら情
報を得ることができる。」「新聞は人の意見が取り
上げられているので，自分の考えを比べることが
できる。」「インターネットはつながっているので，
検索するだけではなく，予約や申し込みなどがで
きる。」「本は，一つの事柄について詳しく書かれ
ている。」といった発表があった。 
また，問題点としては，「ちらしは見てすぐに

わかるように書かれているが，注意書きは小さく
書かれているので，よく見ないといけない。」「だ
れでもインターネットで情報を流すことができる
ので，すべてが正しい情報だとは限らない。」「新
聞は文字で詳しく書かれているけど，映像や画像
がなくイメージが浮かびにくい。」「本は対象が限
られているので，欲しい情報をさがすことができ
ないこともある。」などの発表があった。 
このように，それぞれのメディアを通して，良

い点や問題点が伝えられたことで，それぞれの良
い点や問題点を実感として受けとめることができ
たと思われる。 
思考活動②では，表現し合ったことから，情報

を受け取る側と送る側で，どのようなことが大切
かを考える場を設定した。ここでは，図 3-35 に示
しているように，それぞれのメディアの良い点や
問題点について，聞いたり読み取ったりした内容
を表に書き込み，比較して考えることができるワ
ークシートを活用した。子どもたちは，ワークシ
ートに書き込まれたそれらの内容から，情報を受
け取る側と送る側で，どのようなことが大切かと
いうことについて，次のような考えを書きまとめ
ていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「同じ情報でも，様々なメディアから情報を得

たり確かめたりする。」や，「情報を受け取る側と
伝える側が，それぞれの立場になって考える。」な
どの考えは，“情報化した社会の様子と国民生活の
かかわり”という社会的事象の一側面を，“多面的
に考察している”姿としてとらえることができる。 
表現活動②では，思考活動②で考えたことを表

現し合った。ここでは，自分の考えを表現できる
ようにするために，ワークシートに書いた自分の
考えを基にして話すように指示した。考えたこと
をそのまま話す
のではなく，考
えを書きまとめ
たものを基にし
て話すようにす
ることで，普段，
話すことに自信
をもつことがで
きない児童も， 

図 3-34 具体例を基にして考えたことをまとめ，発表して 
いる様子 

図 3-35 書き込んだ内容から考えるためのワークシート 

 
 
わたしたちの生活と情報

  

思ったことや考えたこと 

【情報を受け取る】 【情報を送る】 

名前（             ）
◇調べたことを発表し，情報を受け取る側と送る側で，どのようなことが大切かを考えよう。 

コンピュータ（インターネット） 新聞 本 ちらし

良い点

問題点

そのほか
に気づい

たこと

【情報を受け取る側】 

・ どんな気持ちで書いたか，その人の気持ちを考え

ながら読むことが大切だと思う。 

・ 得た情報が，本当に正しいか判断することが大切。 

・ いろいろなメディアの中から自分で選んで，欲し

い情報を得ることが大切だと思う。 

・ 同じ情報でも，いろんなメディアで確かめること

が大切だと思う。 

【情報を伝える側】 

・ 受け取る人が，わかりやすいようにすることが大

切だと思う。 

・ 間違った情報を送っていないかチェックする。 

・ 送る情報に責任をもつことが大切だと思う。 

・ くわしく取材をして，わかりやすく正確な情報を

知らせることが大切。 

図 3-36  考えを表現し合っている様子 
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・活用する。 
・便利である。 
・～に役立っている。 
・～にとって重要である。 
・～が大切だと考える。 
・ ～の人たちにとって～である。 
・ ～する側は，～が大切である。 
・ 友だちの発表から～が大切だと思った。 

考えを最後まではっきりと話す姿が見られた。 
思考活動③では，これまでの思考活動①→表現

活動①→思考活動②→表現活動②を踏まえ，私た
ちの生活と情報のかかわりについて，自分の考え
を書きまとめるようにした。そのために思考活動
③では，前掲表 2-2(p.15)の“考え方とその話型”
の中から，次のような考え方や話型の文を子ども
たちに提示して，自
分の考えを書きまと
めるようにした。そ
の結果，子どもたち
は，以下のように自
分の考えをワークシ
ートに書きまとめて
いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この実践でも，図 3-37 に示した資料は，情報

と私たちの生活とのかかわりについて，自分の考
えを書きまとめる上で有効であった。 
 
（２）個を見つめて 
「わたしたちの生活と情報」の実践では，一回

目の実践の手だてに加え，以下のような手だてを
考えた。 
 
 
 
 
 
 
3 人の児童に焦点を当て，これらの児童の姿が

第２章第１節２項で述べている“多面的に考察す
る姿”であったかを，以下の視点で分析する。 
 
 
 

①Ａ児の姿を通して 
「なぜ，テレビのニュースは情報を速く伝える

ことができるのだろう」という学習問題に対して，
Ａ児は，これまでに見たテレビ番組を思い出し，
「何人かのアナウンサーが現場にいるから。」「人
工衛星からの電波を使っているから。」という予想
をした。 
そして，“取材の仕方や様子”について調べ，

以下のように，調べた事実を付箋紙に書き出し，
タイトルをつけた。（塗りつぶしの記述は，実践で
のピンク色の付箋紙である。） 
 
 
 
 
 
 
付箋紙に書いた調べた事実やそれらにつけたタ

イトルから，次のような考えをノートに書いた。 
 
 
二つ以上の付箋紙や，付箋紙につけたタイトル

を基に自分の考えを書くことができている。しか
し，考えた内容である，「前の日から取材の準備を
している。」ことが，情報を速く伝えることにどの
ようにつながっているのか，ということについて
の記述は見られない。自分の考えを再構成する際
に，学習問題と付箋紙の記述とを照らし合わせな
がら，じっくりと考える時間をとる必要があった
と考える。 
また，情報を受け取ったり伝えたりする体験を

通して，次のような考えを書いていた。 
 
 
 
 
 
 
 
情報を受け取る側と伝える側のそれぞれの立場

で考えることができていると思われる。また，「ど
のメディアも便利だと思った。」という記述からは，
ワークシートに書き込んだ様々なメディアの良い
点を一つ一つ見た上で，情報と私たちの生活との
かかわりを総合的に考えていると思われる。 
体験するだけではなく，体験したことを言語化

することで，このような姿があったと考えられる。 

図3-37 考えを書きまとめる 
際に提示した資料 

・ 新聞，ラジオ，インターネット，本，ちらしなど
のメディアは，知りたいいろいろな情報を得ること
ができるので，とても便利だと思った。 

・ メディアには，それぞれ良い点や問題点があるこ
とがわかった。これからは，同じ情報をいろいろな
メディアで見たいです。 

・ 情報は，ぼくたちには大切なもので，受け取る人
たちにとって欠かせない存在だ。 

・ 友だちの発表から，どのメディアも一長一短だと
いうことがわかった。 

・ 情報を得たり送ったりするときは，正確さやわか
りやすさが大切だと思う。いろいろなメディアは私
たちの生活に役立っている。 

・ 付箋紙の数やノートの記述内容から，二つ以上の

事実や方向から考えることができたかを分析する。 

・ 集めた付箋紙にタイトルをつけ，それをキーワード

にしながら自分の考えを書くようにすることで，二つ

以上の事実から考えることができるようにした。 

・ 情報を受け取ったり伝えたりする体験をすることで，

違う立場になって考えることができるようにした。 

 カメラマンや音
声，照明スタッ
フを現場に派遣 
 
 
映像取材デスク 

 記者，カメラマン，
音声，照明スタッ
フ 
 
現場に到着 
記者  取材 

 いろいろな役
割があり，前の
日からそれぞれ
が準備をしてい
る。 

取材 準備 

テレビのニュースが情報を速く伝えられるのは，前
の日から取材の準備をしているから。 

【情報を受け取る側】 
・ 情報をつたえてもらっている。 
・ 本当に正しいか，判断する。 
【情報を伝える側】 
・ 正確にわかりやすくするための工夫が大切。 
【情報と私たちの生活とのかかわりについて】 
・ どのメディアも便利だと思った。また，どのメデ
ィアも生活の中で役立っている。 
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 ○○の職員数は 
放送関係7508人 
技術関係 926人 
営業関係 749人 
放送関係がいち
ばん多い。 

 ○○放送センタ
ーでは，24時間交
代制で，働いてい
る人の人数は，お
よそ1000人になり
ます。 

  
 
役割を分担し

ている。 

たくさんの職員 

役割分担 

 記者情報を集め
ている。 
取材デスクどれ
をニュースにする
か選び，詳しい取
材の指示をする。

  職員数の合計
は，10,842人 
ディレクターや
タイムキーパー
がいる。 

 番組を作るの
に必要な人数は，
10数人 
（でも，番組によ
ってちがう。） 

 中継の前の日
から現場に行っ
て情報を集めて
いる。 

いろいろな人 

役割 

  
キャスターの

仕事は，ニュー
ス番組の進行 

  
プロデューサー
の人は，番組全体
の責任を負う。 
 

 テレビ局は，
一日も休まず，
ニュースを集め
ている。 

取材 

②Ｂ児の姿を通して 
「なぜ，テレビのニュースは情報を速く伝える

ことができるのだろう」という学習問題に対して，
Ｂ児は，最初，自分の考えをもつことができなか
った。しかし，友だちの考えを聞くことで，「多く
の人が働いているからではないか。」という思いを
もった。その後は，自分の予想の下，意欲的に調
べる姿が見られた。 
そして，“働

く人や役割”に
ついて調べ，右
のように，調べ
た事実を付箋
紙に書き出し，
タイトルをつけ
た。 
付箋紙に書

いた調べた事実
やそれらにつけ
たタイトルから，
次のような考えをノートに書いた。 
 
 
 
二つ以上の付箋紙や，付箋紙につけたタイトル

から自分の考えを書くことはできているが，「いろ
いろな工夫」についての具体的な記述は見られな
い。「例えば」「具体的には」などの言葉を使って
考えを書きまとめることができるような支援をす
ると，様々な事実から自分で考えることができる
ようになり，多面的に考察する力が育成できるの
ではないかと考える。 
また，情報を受け取ったり伝えたりする体験を

通して，次のような考えを書いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後の記述を見ると，情報を伝える側の立場か

ら考えている方が多いようである。受け取る側と
のかかわりについて考えられるような言葉かけや，
考える際の視点の提示などが必要であった。 

③Ｃ児の姿を通して 
「なぜ，テレビのニュースは情報を速く伝える

ことができるのだろう」という学習問題に対して，
Ｃ児は，現場から中継で伝えられるニュースから，
「現場に人がいて，そこから伝えているから。」と
いう予想をした。 
そして，“働

く人や役割”
について調べ，
右のように，
調べた事実を
付箋紙に書き
出し，タイト
ルをつけた。 
このように，

付箋紙に書い
た調べた事実
やそれらにつ 
けたタイトル
から，次のよ
うな考えをノ
ートに書いて
いた。 
 
 
付箋紙に調べた事実を書いたり，それらにタイ

トルをつけたりすることはできている。しかし，
タイトルをキーワードにして，調べた事実から総
合的に書きまとめることについては不十分であっ
たように思われる。授業の中で，児童の考えをそ
の場でチェックして評価したり，「つまり」「～な
事実から～と思った。」などの考え方や，具体的な
話し方を個別に提示したりする必要があった。 
また，情報を受け取ったり伝えたりする体験を

通して，次のような考えを書いた。 
 
 
 
 
 
 
 
送る側の立場から考えていると思われる記述が

多い。「わかりやすくするための工夫をすることは，
受け取る側にとって，どのような良い点があるの
だろう。」といった発問をすることで，さらに思考
を深めることができたのではないかと考える。 

テレビのニュースが情報を速く伝えられるのは，た
くさんの人が，役割を分担して働き，いろいろな工夫
をしているからです。 

【情報を受け取る側】 
・ 得た情報が正しいか，判断する。 
・ 同じ情報をいろんなメディアから得る。 
【情報を伝える側】 
・ 読みやすく，正確に情報を伝える。 
【情報と私たちの生活とのかかわりについて】 
・ 「字が小さい。」という問題点が多かった。また，
どのメディアも，必ず「良い点」と「問題点」があ
ることがわかった。伝える方は読みやすく，正確に
するのが大切だと思います。 

テレビのニュースが情報を速く伝えられるのは，い
ろいろな人が協力をしているから。 

【情報を受け取る側】 
・ 得た情報が正しいか判断する。 
【情報を伝える側】 
・ くわしく，わかりやすくするための工夫をする。 
【情報と私たちの生活とのかかわりについて】 
・ 送る側は，わかりやすく工夫をしないとだめなこ
とがわかりました。本とかちらしは，便利だと思い
ます。理由は，わかりやすいからです。 
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④児童の姿から 
3人の児童の姿から，「わたしたちの生活と情報」

の実践において考えた手だてが，多面的に考察す
るために有効であったかを考える。 
二回目の実践においても，単元の構想を工夫す

る際には，学習指導要領から，学習する内容，調
べる事柄とその調べ方，考えさせたい内容を抜き
出した。そして，そこからめざす子どもの姿を想
定した。実践においての子どもたちの記述や発言
を振り返ってみると，「多くの人が役割を分担して
仕事をしているから速く伝えることができる。」「い
ろいろな方法で情報を集めて比べてみることが大
切だ。」など，はじめに設定した子どもの姿と同じ
ような意見や考えが数多く出された。これは，思
考活動や表現活動を繰り返し行う場を設定したこ
とや，考え方や話型，まとめ方などのモデルを提
示したことにもかかわるが，今回は特に，調べた
事実を書き出した付箋紙にタイトルをつけて，そ
れをキーワードにして自分の考えを書いたことや，
ワークシートに，聞いた内容を書き込んで考えた
ことなど，書く活動を充実させたからであると考
えられる。子どもたちにとって，考えた内容を文
字に書き出して視覚化することは，多様な意見や
考えを出し合うことにつながったと考える。 
また，違う立場になって考えることができるよ

うにするために，情報を受け取ったり伝えたりす
る体験をする場を設定したことは，「どんな気持ち
で書いたか，その人の気持ちを考えながら読むこ
とが大切だと思う。」「受け取る人が，わかりやす
いようにすることが大切だと思う。」という記述か
らもわかるように，“情報化した社会の様子と国民
生活のかかわり”という社会的事象の一側面を，
一方向ではなく双方向，あるいは二つ以上の方向
から考えることができたのではないかと思われる。
問題解決的な学習の過程に体験活動を取り入れ，
さらに，体験したことを言語化することは，実感
を伴って考えることにつながった。 
このように，授業実践での子どもたちの姿を通

して成果や課題が見えてきた。第４章では，多面
的に考察するために，本研究で大切にしたいと考
えた手だての成果と課題を分析し，思考力・表現
力を育成するためには，どのようなことが大切な
のか，授業改善の視点も踏まえ，社会科学習の在
り方について述べる。 
(60)農林水産省『ジュニア農林水産白書 2008』2008.6 

(61)前掲(17)pp..66～69 

(62)前掲(16)pp..46～59 

第４章 研究の成果と課題 

第１節 研究の視点について 
 
（１）社会科学習における思考・表現活動 
本研究では，思考活動と表現活動の二つの活動

を充実させることはもちろんのこと，思考→表現
→思考→表現というように，思考活動と表現活動
を連動させながら繰り返し行うことが必要である
と考え，それらの活動を授業に取り入れて実践を
行った。思考活動と表現活動を繰り返し行うこと
で，授業の中での子どもたちの姿から，次のよう
な成果があったと考えられる。 
それは，子どもたちの考えに深まりが見られた

ことである。調べた事実から考え，その考えを表
現し合うことで，今まで自分の中になかった新た
な考えに出会うことができた。授業実践では，友
だちの発表から新たに知った事実や考えをピンク
色の付箋紙に書き，それと自分が調べた事実とを
比べたりつなげたりしながら考えるようにした。
その活動を通して考えた内容は，はじめに自分が
考えた内容と比べて，明らかに違っていた。たと
え，それが一見して同じ内容であっても，自分の
考えと友だちの発表から知った新たな事実や考え
と，比べたりつなげたりした末の考えであり，“や
はり”“けれども”などの言葉を使って記述してい
たことからも，子どもたちの考えに深まりや変容
が見られたと考えることができる。また，表現し
合ったことから，新たに知った事実や友だちの考
えを書いて，それを基にして考えることで，新た
な気づきが生まれ，「もしかして～かもしれない。」
「多分～していると思う。」などの思いをもつこと
ができた。授業実践を通して，自分の考えを表現
し合ったり，交流したりすることは，自分の考え
を深めたり広げたりすることに有効な手だてであ
ることが確認できた。 
また，思考活動と表現活動を繰り返し行うこと

で，思考活動と表現活動のそれぞれの活動が活発
になったことが挙げられる。考えたことをノート
やワークシートの記述を基に表現し，表現し合っ
たことを基に再び考えることで，考えたり表現し
たりするための礎ができた。自分の考えを表現す
ることに自信をもつことができなかった児童も，
思考活動でノートやワークシートに書いた自分の
考えを話す姿が見られた。第２章で，“思考と表現
の二つの活動の間には密接な関係がある。”と述べ
たが，授業実践を通して，そのことを確認するこ
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とができた。 
また，本研究では，思考活動と表現活動のそれ

ぞれの活動を充実させるため，三つの手だてを考
え，授業実践を行った。 
まず，思考活動では，調べた事実や友だちの考

えを付箋紙に書き出し，その付箋紙の位置を操作
したり，タイトルや矢印をつけたりして，思考の
過程を視覚化しながら考えるようにした。その結
果，次のような成果があったと考えられる。 
一つめは，短くまとめる力が身についたことで

ある。実践では，一つの付箋紙に一つの事柄を書
くように指示をしたが，はじめは，付箋紙にどれ
くらいの量を書けばよいのかわからない様子が見
られた。しかし，活動を重ねるうちに，短くまと
められるようになり，「今日は，これだけになった。」
と付箋紙が増えていくことに喜びを感じていた。
付箋紙に書き出すことで，どのような言葉が大切
なのかを考えながら，短くまとめる力が身につい
たと考える。 
二つめは，自分の考えを構成することに役立っ

たことである。色のついた付箋紙に書き出すこと
で，“調べた事実”と“自分の考え”をはっきりと
分けて示すことができた。授業実践では，調べた
事実や友だちの考えをそのまま書いたり発表した
りしている児童はいなかった。調べた事実や友だ
ちの考えを視覚的にとらえることで，それらの事
実から総合的に考えることができたと考える。ま
た，付箋紙にタイトルや矢印をつけることで，調
べた事実や友だちの考えを書き出した付箋紙の間
の関係がわかりやすくなった。特に，二回目の実
践で，子どもたちは，「テレビ局で働く人たち全員
が，役割をもって協力し合っているから。」のよう
に，付箋紙につけたタイトルをキーワードにしな
がら，自分の考えを書きまとめていた。 
このような姿から，付箋紙を活用したことは，

子どもたちが考えを構成するために有効な手だて
であることが確認できた。 
一方で，付箋紙に書き出したことを自分に取り

入れながら考えようとするあまり，結果的に自分
の考えがまとまりにくくなっている児童の姿が，
一部に見られた。問題解決的な学習の過程で，常
に自分の考えやその流れが意識できるようなノー
ト作りをすることや，授業の初めに自分の考えを
確認したり，終わりに自分の考えを振り返ったり
する時間を設定するなどの支援が必要であった。 
次に，表現活動では，考え方や表現の仕方のモ

デルを提示した。その結果，次のような成果があ

ったと考えられる。 
一つめは，思考力を育成することにつながった

ことである。授業実践では，前掲表 2-2(p.15)の
“考え方とその話型”の中から言葉や文を提示し
て，自分の考えを書きまとめるようにした。特に，
効果があったと考えられるのは，複数の事実から
考えるための，“つまり～だと考える。”“工夫をし
ている。”“役立っている。”や，複数の方向や立場
から考える“友だちの考えから～だと考えた。”“や
はり”“けれども”“さらに”などであった。 
自分の考えを書いたり話したりする際に，子ど

もたちがこれらの言葉や文を使おうとすることで，
調べた事実や友だちの考えから，どれが大切で，
自分の考えとどのようなかかわりがあるのかを考
える姿が見られるようになり，思考がより活発に
なったと思われる。子どもたちは，付箋紙に書い
た内容を振り返り，何度も書いたり消したりしな
がら書きまとめようとしていた。このように，考
え方とその話型を提示することは，表現力を育成
するだけではなく，思考力も育成することができ
る支援になると考える。 
二つめは，自信をもって活動することができた

ことである。考え方とその話型を提示することで，
「このように書けばいいんだ。」「このように話せ
ばいいんだ。」というように，子どもたちの中に安
心感が広がり，自信をもって活動することができ
た。“ノートやワークシートに書いた考えを，自信
をもって表現することができた”と先に述べたが，
それを支えていたのは，このような考え方とその
話型の提示であったと考える。 
一方で，“考え方とその話型”の活用の仕方に

ついては課題が残った。授業実践では，調べた事
実からどのようなことがいえるかを総合的に考え
る活動が多かったため，比較や関連の考え方とそ
の話型を用いて考える場面が少なかった。比較や
関連で示している考え方や話型は，付箋紙に書き
出した事実を比べて，差異点や共通点を見つけ，
そこからどのようなことがいえるかを考える際に，
効果的であると考える。したがって，普段の授業
から，二つ以上の事実を比べて，“同じ点は～であ
る。”“違う点は～である。”などの言葉や文を使い
ながら考える活動を繰り返し行うことが大切であ
り，そのような活動を積み重ねることで，社会的
事象を比較させたり関連させたりしながら考える
力が育っていくのではないかと考える。 
さらに，表現活動では，調べた事実をそのまま

発表するのではなく，調べた事実から自分の考え
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をまとめ，表現することができるようにするため
に，まとめ方の具体例を提示した。そのことは，
まとめる型を身につけることにつながったと考え
る。まとめる活動をする際に，特に大切にしたこ
とは，調べた事実を丸写しするだけでなく，必ず
自分の考えがまとめの中に入っているということ
である。そのために，具体例には，自分の考えを
書き入れるように示している。どの箇所に説明や
見出しを書き，どの箇所に自分の考えを書けばよ
いのか，基本的な形式さえ理解し，それが定着す
れば，具体例がなくても，学習したことを自分で
まとめることができると考える。 
授業実践では，レポート，新聞，テレビやラジ

オのニュース原稿，インターネットの掲示板，本，
チラシなどのまとめ方の具体例を提示した。はじ
めは，まとめ方の具体例にしばられ，具体例の通
りにまとめようとする姿が見られたが，まとめ方
の形式や自分の考えを書き入れるポイントを，ま
とめ方の具体例を指し示しながら具体的に助言す
ることで，自分なりにまとめる姿が見られるよう
になった。モデルや具体例を示すことは，“子ども
の自由な発想を奪うのでは”ととらえる向きもあ
るかもしれないが，子どもが自ら考えをまとめ，
表現するためには，モデルや具体例といった基と
なる礎を，必要に応じて提示することが大切であ
ると考える。 
 
（２）単元構想の工夫がもたらす効果 
本研究では，多面的に考察する力をはぐくむた

めには，問題解決的な学習の過程において，子ど
もたちから多様な意見や考えが出てくるようにす
る必要があると考え，単元の構想を工夫した。 
そこで，具体的には，学習指導要領から，子ど

もたちが調べる内容や調べる方法，そして子ども
たちに考えさせたい内容を抜き出し，抜き出した
内容を基にしてめざす子どもの姿を想定した。そ
して，単元構想図を作ることで，次のような成果
が見られた。 
まず，めざす子どもの姿を想定することで，授

業の中で，子どもたちからどのような発言や記述
があればよいのかといった基準が明確になったこ
とである。このことを通して，指導者は，子ども
の発言や記述と，めざす姿を比べ，どのような支
援が必要なのかを考えることができた。授業実践
では，指導者が，児童のノートを毎回確認し，次
の時間にどのような活動をし，どのようなことを
考えればよいのかがわかるように，言葉を書き入

れたり，個別に言葉かけをしたりしていた。そう
することで，児童自身が，学習のめあてを明確に
もつことになり，意欲的に活動する姿が見られた
のである。授業をする際には，当然のことである
が，めざす子どもの姿から，評価の基準や，それ
を達成するための手だてを考えることが必要であ
るということを，再認識することができた。 
次に，単元構想図を作ることで，指導者が単元

の学習の進め方を具体的にイメージすることがで
きたことである。単元構想図に，思考活動と表現
活動を繰り返し行う場面を明確に示すことで，単
元のどの場面で考えを深めたり広げたりすればよ
いのかの見通しをもつことができた。 
また，単元構想図を基にして学習を進めること

で，子どもたちから多様な意見や考えが出された
が，一回目の実践でのＣ児の記述にもあるように，
一つの学習問題や話し合う視点から，子どもたち
は多様に考えていた。それは，単元構想図で活動
の流れを示し，そこに発問を明記したり，自分の
考えを表現し合う活動を通して，友だちの考えと
自分の考えを比べ，自分の考えを振り返ったりし
たからだと考える。このようなことからも，単元
の構想を工夫し，単元構想図を基に学習を進めた
ことは，子どもたちが多様に考え，その考えを表
現し合うことにつながったと考える。 
一方で，単元の構想を工夫する際には，観察や

見学や調査など，子どもたちが自分で見たり人に
聞いたり，触れ合ったりしながら，社会に生きる
人々と直接かかわって学習できるような場を設定
する必要があると考える。授業実践では，問題を
見出したり調べたりする際に，指導者が提示した
資料や，インターネットで検索した資料，教科書
や資料集などを使うことが多かった。５年生の学
習内容から考えると，それらの資料だけでは，社
会的事象と自分とのかかわりを十分に実感するこ
とはできないと考える。どの場面で観察や見学や
調査などの体験活動を取り入れれば，子どもの思
考活動に効果があるのかを考え，適切な場面で体
験活動をすることが大切である。そして，体験活
動を通して，新たに気づいたことや思ったことを
言語化することで，それらを基にして，さらに思
考することができると考える。 
以上のように，これらの手だては，多面的に考

察する姿を育成することに一定の効果があったと
考えるが，今後，さらに多面的に考察する力を育
成するためには，どのような工夫が必要なのかを，
次節で述べる。 
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第２節 多面的に考察する力を育成するために 
 
多面的に考察する力をさらに育成するためには，

次のような工夫が必要であると考える。 
一つめは，つながりやかかわりを視覚化するこ

とである。 
問題解決的な学習の授業においては，学習問題

を解決するための方法や，答えを導き出す過程が
それぞれ異なる場合がある。一人一人が学習問題
を追究してきた過程やその答えを出し合いながら，
広い視野から学級全体の学習問題を解決できるよ
うにするためには，自分で調べたことや考えたこ
と，あるいは学級全体で出し合われたことなどを
視覚化し，思考の足跡として残しておく必要があ
ると考える。 
そのためには，まず，指導者が黒板を使って，

わかりやすくまとめる工夫をすることが大切であ
る。例えば，資料や調べた事実や考えなどを並べ
て比較できるように提示したり，矢印や線を使い
ながら資料や調べた事実をつなげてまとめたりす
ることである。また，資料や調べた事実から共通
点を黒板にキーワードで示し，そこから総合的に
考えられるようにしたりするなど，思考活動を進
める上でよりどころとなるように，板書を工夫す
る必要があると考える。 
さらに，必要に応じて，ワークシートを活用し，

子どもたちが調べたことや考えたことを，図式化
してまとめることができるようにしたい。例えば，
ワークシートに調べた事実や考えたことを並べて
書き込むことができるようにし，それらを比べた
りつなげたりまとめたりしながら自分の考えを導
き出せるように，枠の位置や大きさを工夫する必
要がある。また，調べた事実と自分の考えや，友
だちの考えを分けて書き込めるような場所を線や
図形で明確に示したりするなど，考えを構成する
過程を視覚的にとらえられるようにするための工
夫が必要である。ワークシートにこのような工夫
を施し，考えを構成する過程を明らかにすること
は，自分で学習したことをノートにまとめる際に
も活用できるようなると考える。 
このように，個人やグループで調べた事実や考

えを視覚化することは，思考の過程を振り返るこ
とができ，それらを基にして，さらに自分の考え
を再構成することにつながるはずである。また，
調べた事実や考えを視覚化してつなぎ合わせるこ
とで，社会的事象を，より広い視野でとらえるこ
とができるのではないかと考える。  

二つめは，社会とのつながりを，より感じられ
るような活動の場を設定することである。 
本研究では，思考活動と表現活動を繰り返し行

う場を設定したが，学級内の活動だけではなく，
社会とのつながりを実感することができるように
するための工夫が必要である。これは，新学習指
導要領において，「公共的な事柄に自ら参画してい
く資質や能力を育成する」（63）ことが重要視され
ているように，子どもたちが，よりよい社会の形
成に向けて，社会に積極的にかかわっていくこと
が求められている点と合致する。 
具体的には，思考活動と表現活動を繰り返し行

った上で，自分自身がこれからの社会に何ができ
るかを考え，積極的にかかわっていくことができ
るような表現活動の場の工夫が考えられる。例え
ば，実際に行われている○○市民会議や○○フォ
ーラムなどをモデルとして，自分の考えを表現し
合ったり，考えたことをスローガンや提案にして
まとめて地域に発信したりするなどの工夫が考え
られる。自分が考えたことを様々な人に伝え，そ
れらの人々から感想やコメントをもらうことがで
きると，今までになかった考え方や違う視点など
を，自分の考えに取り込むことができると考える。 
また，学習したことを，ほかの社会的事象に転

用させたり応用させたりしながら，さらに実生活
に活かしていくために，思考活動と表現活動を繰
り返し行った上で，観察・調査・見学活動を取り
入れることも考えられる。例えば，“人々の生活は，
自然条件と深いかかわりがある”ということを，
学習を通して考えることができたならば，その視
点をもって，もう一度ほかの事象を観察したり見
学したりするのである。そうすることで，考えた
ことがより確かなものとなり，学習した内容の理
解がさらに深まるのである。新たな視点や違った
視点で社会を見ることで，より多面的に社会的事
象を見たり考えたりする力をはぐくむことができ
るのである。社会科の学習を通して見据える先は，
私たちがくらしている“社会”であり，このよう
な活動の場を設定することで，社会に積極的にか
かわっていくことができるようになると考える。 
(63)前掲(17)p.3 

 
おわりに 
 最後に，京都市立六原小学校と京都市立桃山小
学校の研究協力員の先生方をはじめ，教職員の皆
様に支えられ本研究を進めることができた。この
場を借りて感謝の意を表したい。 


